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L万分の占地質図書武佐岳(網走一第 51 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師杉本良也

はしがき

この悶幅および説明書は，昭和 29 年から昭和 32 年にわたって実施した野外調査の結果

を整理したもので，ここにその概要を報告する。

図幅西部の斜里岳山麓地帯は，長谷川潔の協力をえて完成したものである。また，峰浜

図幅の越川周辺の調査を担当した三谷勝利からは，関係資料を教えていただいた。

なお，この地域は，濃霧地帯にぞくし，晴天の日が少ないため，野外調査につl)ては，

満足の成果がえられなかった。

地質学的には，乙の地域の基盤は，東部北海道のグリーンタブ地域に，図幅の西部，南

部をしめる第四紀の火山岩類は，千島火山帯にそれぞれ相当するものである。

図幅内およびその周辺は 6 かつて門倉三能，六角兵吉により，地質，鉱産資源調査が行

われた。その後はかえりみられなかったが，戦後浦島幸世がホロカワンベスベツ川周辺の

地質学的研究を，山口四朗が，知床半島南部における鉱床学的研究を，北海道開発局農林水

産部が恨封II!辰野に発達する沖・洪積世の地質学的研究を，それぞれ行った。これらの調査

資料は，この調査を進めるにあたって，また，説明書を作成するにあたって，益する所大

であったっ

1) 門倉三能. 鉱調， No.23, 1916.

同 ; 地学雑， Vol.28, 1916.

2) 六角兵吉: 鉱調， No.33, 1922.

3) 浦島幸世: 新生代の研究， No.8, 1951.

4) 山口四朗他: 鉱山地質， Vo!.3, 1953.

5) 北海道開発局農林水産部: 根釧原野地域農業開発基本計両書， 1959.
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I 位置bよび交通

この図隔のしめる地域は，知床半島の基部にあたり，根謝II原野の西方に連なる山岳地帯

である。

行政的には，南西隅は中

標津町，北西隅は斜里町，

中央部，東部は標津町に，

それぞれ稜線あるいは河川

を境としてわかれている。

そのうち標津町，中標津町

は根室支庁，斜里町は網走

支庁にそれぞれ属してい

る。

村落は，わずかに東部の

標高 150m 以下の平坦地

に発達しているにすぎない

が，それも戦後入植者が大

部分をしめている。開拓上

最も大なる障害をなしてい

るものは，気候的条件と土

壌の性質であるとされてい

る。

この地域は，東が海に面 第 1 図位 置 図

している。しかも海岸よりの距離は比較的短かし加えるに，この間l乙，海浪の影響を防

げることのできる地形的要因がないために，海浪の影響をうけることが強く，概して夏季

の気温は低く，冬季の気温が高い傾向にある。また，乙の地区において，重要視すべきも

のに霧の問題がある。すなわち，北海道の太平洋岸には，いわゆる親潮前線があり，そこ

に発主する濃霧が南風に乗って海岸に到達する。ために，盛夏濃霧が大となり，種々な障

害を与えている。

また， ζ の地域の土壌は，標津軽石堆積物に由来するため，開墾後 4~6 年頃迄は，比

-2-
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較的生産力が高いが，その後急激に，いわゆる低品位生産地となってしまう。しかも，大

面積をもって，粗放経営で，低品位生産力を補う方向に進んできたため，現在地力の低下

した耕地が，ひじように多い。

交通機関としては，忠類}f[，幾品川にそって，斜里国道一夏季はパスが通じてしユる ー

があり， 150m 以下の平担地には，縦横に開拓農道が開さくされている。だが，図幅の大

半をしめる山地ー 錐山・薫別岳・武佐岳山麓ー には，わずか数条の林道が通じている

にすぎない。かつては，この山岳地域には，森林資源が豊富であったため，多くの搬出用

道路があったが，現在では，それらの道路は全く荒廃し，かろうじて，その形跡をとどめ

ているにすぎない。

II 地形

概観すると，この地域は，地質と密接な関係をもっ数個の地形区にわかれる c

(1) 標高 150m 以下の平坦地，あるいは丘陵性台地地区一いわゆる根到|原野の西部

地区。

(2) 図幅の基盤をなす新第三系の発達する中央山地帯。

(3) 更新世，沖積世の火山岩類で形成された山岳地区 O

(4) ウラザプ，忠類川，薫別 JIj，崎無異川流域に発達する沖積地区。

(1)の地区は，図幅東部および北京隅をしめて，かなり広く発達している。なかでも，

東部に顕著に発達し，綬傾斜で根主iii原野に連なる。この東部地区では，洪積世のJr[北層や

火山砕屑岩堆積物が優勢に発達しており，その上を標津火山氏層がおおっている。したが

って，いちじるしい平坦面地は，川北層の堆積面を，丘陵状地は，火山砕屑堆積面を，そ

れぞれあらわしていると考えられる。乙の地区が，現在主な開拓地となっている。

北東隅の丘陵性台地も，また，火山氏や軽石堆積物が厚く堆積し，斜里原野に連なる。

なお，保落川流域の河岸にも，小規模ながら，この程の堆積がみられる。乙れらは南部

に発達する台:[えの保落原里子(根主iiI原野の南西延長部)に連なる c

(2) は (1) の背後に連なり，図幅の中央部に広く発達する。乙の地区内では，構成岩石

の差異が地形上によくしめされている。すなわち，志、類川以南は，軟弱な緑色凝灰岩を主

豆構成員としているため，一般に低平な丘陵状地形をしめしている。これに対し，忠類川

以北は，集l兎岩，プロピライトが優勢に発達するため，急峻な地形を呈し，沢も V 字形を

しめし，対照的である。さらに，この事実は，海抜標高にも具体的にあらわれている。す
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なわち，北部地域の稜線は，いちじるしい高低がなく，おおむね海抜 600-700m の高さ

にある。一方，南部では新第三系の上に武佐岳や斜里岳の火山岩類がのっているが，これ

ら熔岩流と新第三系との境界をみると，いちじるしい高低差がなく， 500-600m の高さに

ある。この標高差は，新第三系堆積以後の若干の地殻変動や断層により影響されたであろ

うが，やはり構成岩石の浸蝕度によると考えられる。

また，新第三系の中の珪化した鉱化帯では，河川に滝や懸崖が発達する。忠類川の金山

の滝や，イケキノョユイ川の中流の滝や両側の崖は，そのいちじるしい例である。

(3) 更新世，沖積世の火山岩類で形成された山岳地区は，図幅南部および西部に発達す

る。サマザケヌプリ山，武イ左岳，斜里岳火山がこれに相当する。これらの火山は成層火山

である。斜里岳本体火山は，山頂の火口を中心として，半径 2.5 km の範囲に裾野を拡げ

ている典型的な蔵頭円錐形火山に寓する。乙の図幅では，その南麓部が発達し，主体は，

隣接斜里岳図幅内にある。この火山は山麓より頂上附近まで樹木が繁茂し，露岩が悪いの

で，火山噴出物を細分するととが困難であるが，地形と岩質とによって，基底火山と山頂

火山(支山岩質集塊岩 Shg) に大別される。これら火山噴出物の山腹を刻む放射状の谷の

発達はいちじるしくなく，火山形態は，ほとんど完全に保持されている。しかし，歴史時

代の活動記録もなく，火山の余勢は全く認められない。なお，これらの放討状谷は通常水

のない酒沢である。このように斜里岳は，美しい地形を呈しているので，夏季は登山者で

にぎわう。

第 2 図 古多糠から斜里岳をのぞむ

サマッケヌプリ火山は，新第三紀層を基盤とし，図幅南東隅にみられる。その噴出物ほ

主として熔岩流よりなる。西隣の斜里岳図幅内の同火山山頂(海抜 1，062.5 m) を中心とし

て噴出したものである。しかし，この火山は相当侵蝕を受けて，谷の発達も顕著であり，

- 4-



火山の余じんはみられない。

一方，南部の武佐岳火山もまた，新第三系を基盤とする円錐火山である。侵蝕作用によ

り原地形は相当失われているが，なお，その円錐形の面影をとどめている。とくに，南部

のクテクシベツ川に面しては，熔岩崖が発達しており， 5 万分の 1 地形図にもよくあらわ

れている。

第 3 図 開陽小学校(中標津町)から武佐岳をのぞむ

これらの各熔岩は，累重関係にあるため，それぞれの熔岩の噴出機構，火口位置などは

明らかでない。しかし，その分布からみて，現在の武佐岳(標高 1 ，005.7 m)，俣落岳山頂

(標高 1 ，003.5 m) を中心として，溢流したと推定される。わずかに後述する硫黄鉱床の賦

存状態から考え，第五期の熔岩溢流以前に，武佐硫黄鉱山附近に馬蹄形の爆裂火口が存在

したと推定される。

(4) は，ウラザプ川，忠類川，薫別J1I，崎無異川流域にひろげられた幅 300m におよぶ

低地である。

これら各河川lは，いずれも蛇行し，その低地を漸次拡大して，太平洋にそそぐ。このう

ち忠類川は， 図幅中央部を横断し， J留辺斯附近からは斜里岳山麓を取りまき， 流1与を南

西l乙転ずる u この聞にイケーキ/ョマナイ川，ソーキップカオマナイ川，盗材沢，ホロカク

ンベツ川，カスシナイ川などの各支流が発達し，本流に対し，ほぼ直角に合流することを

特徴とする。一方，北西隅には，これまた斜里岳北東部山麓を取りまき，オホーツク海に

そそく滋ZjiIが北流している。これら各河川は，一般に必従谷を形成する。だが，岩層の

j斬移部では，しばしば，数 m の滝を形成する ο まだ斜里店，武佐岳熔岩の末端部では， 10

数 m の滝がみられるのも，特徴となっている。

-5-



III 地質概要

この地域を構成する地質系統は，新第三系およびそれ以降の地層と火山岩類とである。

Lれとこ

新第三系は，知床半島の延長部の基部に相当し，いわゆる東部北海道に発達するグリーシ

タブ地域の標式地であり，また，千島弧状構造線の内帯の一部lこ相当する。したがって，

これら新第三系の層序，構造は，大局的には，知床半島と同様である。すなわち，半島の

脊梁にそって背斜軸があるので，この図幅の東部では，半島に発達する全層序，西部地域

では，その一部が観察される。東翼部では，新第三系に属する忠類層，横牛川層，幾品層，

西翼部では忠類層が，それぞれ露出する。構造的には，半島にそう断層や，それをきる東

西方向の断層がみられる。また，東翼部の忠類層と横牛川層との境界附近には，急傾斜と

なる蝶番帯が発達する。すなわち，東側の忠類川と薫別川との問，およびイケ~i.ノョマナ

イ川の流域では，忠、類層が 200~400E の傾斜をしめしているが，横午川層と接する附近

では， 60o~80oE の急傾斜をしめし，幾品層もその影響をうけている。その走向は，ほ

ぼ NS~N300E で，半島の延長方向と類似するが，忠類川の南方のクラザプ川では， N600E

l乙変化し，轡曲する。これらの構造運動のうち，向背斜構造や断層は，幾品層の堆積後の

基盤の隆起によりもたられたと解される。

これら新第三系のうち，忠類層は東部北海道標式地の忠、類層，横牛川層は越川層，幾品

層は幾品・糸櫛別層 lこ対比され，前 2 層は中新世，後者は鮮新世に対比される地層であろ

つ。

これら各地層は，おおむね火山活動の影響下にあり，岩相の変化にとみ，ほとんど化石

を保有していないばかりでなく，鉱化作用のため，緑泥石化・珪化・粘土化および脱色等

の 2 次的変質作用をうけているので，野外における岩石の識別は，かなりむずかしい。こ

のため，図幅全般にわたる層序を組立てることは，相当困難であるが，一応，第 1 表にし

めすような地質総括表を作成した。I'

忠類層は，基性緑色凝灰岩・流紋岩・玄武岩等の火山岩類や火山砕屑岩の発達がいちじ

るしい。したがって，この地層は，激烈な火山活動で終止していて，基性から酸性へ，さ

1) Minato, M.etal: Bull.Earthq.Res.Inst, 34.195.

2) 門倉三能: 前出

3) 山口四朗他: 前出

4) 従前の幾品層と糸櫛別層をあわせて幾品層とした。詳細は後述の幾品層の項参照。
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時代!断 序|位状図 i 附号!￥f 賀

川 積 叫};勺;j A I 砂山土火山灰
!停滞軽石堆積物 fぷワ ~I~~~~>J S~ I 浮石川び火山灰

JfE 錐堆積物ト抑制刻 T I 砂，傑・粘土

!斜里岳集塊岩降気保?:-~-~~f，~~ Shg I議~I 恨む￡、よび普通輝石紫

1 河岸段丘堆積物に γ渋渋:む:\ Dl I 砂，礁，粘土

|幕絹熔結凝灰岩 p:切muvu:vl Kk I 合石英紫鯛石石英安山岩

阿 l 勺川 北 層長議議議 Ks I 餅砂泥，浮石
J 武佐岳熔岩桝似仰山 :~~v~ Ms I 普通時石綿輝石安山岩

i?j是落岳熔岩 __Mil 合石英普通路石紫僻石安山抗

!;!湯の沢集塊岩郎必然日本:松 j ぬ|安山岩質集塊岩

(hl;{!ーキツ 72 オマヲ隠察惑慈愛護 M2 I 紫脚石野通輝石安山岩

紀 i J-;U4m 高地熔岩 53::::;:;;;;;533MI| 普通柄欄輝石玄武岩質安山岩
I4-:1 rr; h-_ -iI". r.'i" .a.b !o'!. l~A I.I AA ...AA4A4A~A4..."' ...~I' J ". t
斜里岳義底熔岩t::9 ふ ~/'/\:~~~;"/<1 She I 紫蘇輝石普通賄石安山岩

tAf~"'~~l;~A'-'l~ f.I·~t..t<(o J vJll::: I

サマァケヌプリ熔岩 v.."ミム :JJ 人)-:1 SI I 合紫蘇原石普通蹄石安山岩
品'+ + +ト.. ...十 n I

鮮!長 i 崎無呉川集塊岩層 t:5::;:::::;:;役者 Is I 政璃質安山岩質集塊岩
引仏__-I{5l>..!j岳部担調 l

新 l 川町古多様泥岩層 E言言語芸品 Ik ， I 浮石賀凝灰岩. I，航船"

!w J-i- III W ~三号号ヨEヨ Yi I 磁質問f横 牛 川 層宮古7竺て竺ててさ弐fflヨ 1
一 一切胃 Yd I 樹』玄武岩

;薫別川集塊岩層匪豆考吾C刷|安山岩質集塊岩
第!中 1 [，"41万平';:A}j I

巴 l 盗…一関長き調印|一明附
日H*.9"アタ糊石矧醐|淑;ぱXZ'f!Zi 臼ml ヰヴアタ岩質石英紐函岩

1 開弘己企件以~ Chw I 合黒雲 ITt;英嗣岩質綿凝灰岩
新 I I カスシナイ川流紋岩陸続柄鴇色昆 ;::1 I 流紋岩質角喋凝灰岩

都 l 属材忠弘 ~\I ~姐 f些|担問守
件持与ヂ〆け子冷竜平汁

回延9-ffif主強吊喜 I Chs
I ml:二二工二二二よ三河 |プロピライト

i I If草再害ち李主主主匂竺，1 Ii尼fi民社

紀 I"' I 庫川辺斯緑色凝灰岩層畏烹豆諸濁 |緑色角喋凝灰岩
I 思~三与三.t;.~-玉三以+.1 I;緑色砂む

1 医4宗去三刻印品|石英閃緑位
~て豆ぐヰ旦コオ己ヰ~ I 緑色凝灰岩

i 店古書若君白r

第 1 表武佐 rfr模式柱状概念図

らに再度基性へと変化した。

越川期に相当する横午川属の堆積時においては，粗粒玄武岩床が扶私するが，硬質頁岩

が卓越している。したがって，この期の火山活動は，図幅内では，全般として，ひじよう

に小規模であったことがうかがわれる。

備費

→砂利

1上部更新世に対比

I(石川. i年，勝井

→イ釧E長続に対it

!(局国，矢崎)

→砂利

T硫
日|貧

蒜|堅
持 I~

詰 Ii
Ulψ市

熔

"

(四三対比 !石油

時
金
属
鉱
床
賦
存
帯

幾品層の下位は，正常堆積岩にとみ，上位になるにしたがい，火山砕屑岩類が卓越する

ようになる二しかも，その活動は，酸性から基性へとうつりかわる。この期の構成岩石は，

忠類層と異なり，ほとんど変質作用をうけていないのが特徴である。したがって，ベース

メタル鉱床は，横牛川堆積中かそれ以前に，形成されたとみなされる。
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この地層は，東翼部の一部では，直接忠類層をおおうので，不整合のようである。

上に述べたような地層の区分，対比は，化石がみあたらないので，岩質によったο これ

は，便宜上からしたもので，必ずしも厳密なものではない。将来，化石が発見され，ある

いは知床半島全般の精査が進むにしたがって，その時代が改められるととが予想される。

新第三系以降の火山岩類は，千島火山帯の西南部にあたり，国後島と雁行する 1 つの弧

状配列として取扱われるもので，阿寒知床帯に属する。すなわち，斜里岳・ナマザケヌプ

リ山・武佐岳を構成する各火山は，阿寒・屈斜路・摩周火山から知床半島の突端lこいたる

までの半島の中軸にそって分布する，一連の火山の一部である。これら各火山は，位置的

には，半島にそう大きな背向斜軸の上にあり，しかも，グリーシタブなと、の火山活動がい

ちじるしかった位置にのることにもなる。

これらの図幅内の火山は，すべて成層火山であり，輝石安山岩で構成されている。しか

し，初期の噴出物は苦鉄質安山岩であり，後期のものは，珪長質となるのを特徴とするつ

その後，図幅東部の丘陵性台地に広く分布するj[f北層の堆積が行われた。その時代は，

下部洪積世と考えられる。

川北層堆積後lζ，石英安山岩質である基線熔結凝灰岩の堆積が行われた。これは，岩質

と分布からみて，おそらく屈斜路湖の陥没をひきお乙した多量の火山砕屑岩類の一部に相

当するものと考えられる。

これらをおおって，主要河川の両側には河岸段丘堆積物の発達する。

これら 2岩層は，上部洪積世に対比されるようであるが，なお基線熔結凝灰岩の噴出時

代には，疑問が残されている。

現世に相当する堆積物としては，斜里岳集塊岩・標津軽石堆積物，および沖積層がみら

れる。

斜里岳集塊岩は，斜里岳火山噴出物中の本火山噴出物に相当する。

標津軽石堆積物は，その岩質と分布から，摩周湖の陥没をひきおこした軽石堆積物，お

よびその後の火山噴出物にぞくする。

図幅中央部には，グリーシタブを含む忠類層が広範囲に分布するので，黒鉱あるいは黒

鉱式鉱床が散在し，知床金属鉱床区を形成している。また，更新世の武佐岳火山噴出物の

中には，硫黄鉱床がみられる。

1) 勝井義雄: 地質雑， Vol.61 , 1955，火山， VoL2, 1957，地科， No.39, 1958.

2) 杉本良也・長谷川潔: 斜里岳図幅， 1959.
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IV 新 213 三系

この地域に発達する新第三紀層は，火山砕屑岩類と正常堆積岩とを構成員とするごそれ

らは錯雑しているが，岩相・岩質・走向・傾斜などから，忠、類層，横牛川属，幾品)昌にわ

けられる ο このほか，火成岩として，石英閃緑岩，花尚斑岩などがあげられる。

忠類層と糸櫛別層は，火山砕屑岩類が卓越し，横牛川層は，lE常堆積岩類が優勢に発達

する。

これらの各地層は，整合関係にあるが，一部不整合状の個所もある。

つぎに，これらの各地層について説明するつ

IV.l 忠類層

この地届は，この地域の中央部をしめて，広範囲に分布するつなかでも，忠類川，薫別

川，崎無異川の各流域に，標式的lこ発達する。

この地域では，これより下位にあたる地届は，見当らない。また，これより t位には，

横牛川届が，整合にのっている。

忠類層は，正常堆積岩および、各種火山物質の重畳によって構成されている。火山物質の

大部分は，水底に累積したもので，各種の堆積岩類と緊密に相伴っているので，両者を完

全に分離して記載することは困難である。したがって，便宜上，その熔岩相を基準として，

堆積岩類と一括して取扱うことにした。

この地層は，安山岩質の緑色凝灰岩よりなる瑠辺斯層・ホロカクンベツ石英閃緑岩・流

紋岩質の岩石よりなるカスシナイ川流紋岩・俣落ネグァグ岩質石英粗面岩・盗材沢角牒凝

灰岩・薫別川集塊岩層・錐山プロピライト緑色凝灰岩複合体とに細分されるつ

東部北海道グリーンタフの標式地であり，その時代は，従来から中新世と考えられてい

る。

この地層は，通常 200~30° 程度の傾斜をしめし，全般的にみると，半島の脊りょう部

一一斜里街道の北見国と根室国との境界点から北北東方向一 にそって，背斜軸があり，

その両翼，東および西に緩く傾斜している。したがって，東および西に進むにしたがい，

次第に上位の地層があらわれる。とくに，東側では，その問にいくつかの背斜構造がイ子{f:

する。だが，横午川層と接する附近になると， 60o~80° の急傾斜をなし，蝶番帯を形成す

る。
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一方，この地層中には，ほぼ南北の断層が発達しているが，北東方向の断層により，再

度転移している。

図幅内の主要金属鉱床も，この地層中に旺胎する。

IV.I.1 瑠辺斯緑色凝灰岩層

忠類川およびその支流のイケ -V' ョマナイ川，ソーキップカ才マナイ川，幾品川の支流

の流域に分布する。

上位のカス乙/ナイ流紋岩とは整合であり，更新世の武佐岳・斜里岳(基底火山噴出物)・

サマッケヌプリ熔岩に不整合におおわれている。また，プロピライト・石英担商岩・石英

閃緑岩岩脈に貫ぬかれている。

この地層は，基性の緑色凝灰岩を主要構成員とするが，諸所に，やや粗柱の緑色砂岩や

泥質頁岩と互層し，厚さ 2~5cm の縞状岩層を形成する。だが，俣落川に発達するこの岩

層は，角疎凝灰岩がまさり，その聞に青椋色の変朽安山岩をはさみ，堆積岩類をほとんど

介在しないので，無層理である。他方，クテクンベツ川上流では， t尼質頁岩が優勢に発達

する。

標式地の忠、類川では， NS~N30oE， 200~400E~W，クアクンベツ川上流では， N10o~

30=E, 5 コ~200E~W の走向・傾斜をそれぞれしめし，その間に，背・向斜構造が存在す

る c 一方，幾品川の最上流附近には，盆状構造をしめすが，峰浜図幅との境界附近では，

断層によって転移し，半島ののびと同様な N200~300E の走向をしめし，傾斜は 20°.-­

35=W となる。

緑色凝灰岩は，淡緑色を呈する安山岩質のものである。

忠類川では，浮石片をふくみ粗露である。ときには，ソーキップカオマナイ川河口附近

にみられるような徹密堅硬な凝灰岩になることもある。また，局部的ではあるが，瑠辺斯

附近では，ろう盤化して，漂白された部分と未分解の淡青色の部分とが交雑し，縞模様状

を呈している。なお，鉱床周辺では，粘土化，珪化の諸作用をうけて脱色し，黄鉄鉱の微

品が散在している。

一方，幾品川上流，俣落Jll上流では，いちじるしくプロピライト化作用をうけた， 1.0.-ｭ

2.5 cm の角疎状の輝石安山岩片や玄武岩片をふくむ。

緑色凝灰岩を鏡下で観察すると，破片状の斜長石は，緑泥石・粘土質・方解石・曹長

石の集合体にかわっていることが多い。また砕屑状の紫蘇輝石，普通輝石の斑晶状鉱物

もみられるが，緑泥石でおきかえられたり，鉄質物で汚染されている。

石基は，海綿状ガラスからなるが，繊維状の緑泥石，粘土質物にかわっている部分が

多いつまた鉄質物で汚染されたうえに，あまり細かくて，鉱物鑑定の不可能なものもあ
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る。

堅硬徴密な凝灰岩もその組成鉱物，変質状態は同じである。

爽在する緑色砂岩は，細粒から粗粒の凝灰質砂岩であり，珪長質物にとむ。

泥質頁岩は，暗灰色を呈し，砂岩と互層する時は，層理は明瞭であるが，そうでない場

合は塊状となる。今のところ，乙れらの堆積岩類から，化石は発見されていない c

IV.I.2 ホロカクンベツ石英閃緑岩

1)

この種の完品質岩体が，この地区に存在することは，浦島により，はじめて指摘された。

すなわち，ホロカクンベヅ川中流では，直接の関係はみられないが，その露出状態から，

新第三紀層の緑色凝灰岩を貫ぬくとし，千島に発達する岩体とは，その近入時代を異にす

ると記述し，その近入届の上限は，不明であるとした。

筆者もまた，これ以外の地区 薫別川上流，ホロカクンベツ川下流-ーで，乙の種の

岩体を観察したっしかし，河床に小規模に露出するだけで，新第三紀層との直接の関係は

みられない。そのうち，薫別川上流の完品質岩体は川底 lこ露出し，ややはなれた崖は，盗

材沢角牒凝灰岩からなり，後者におおわれているような露出状態をしめしている。しかも，

この角諜凝灰岩層の中には完品質岩石がふくまれている。乙の種の岩礁は，忠類川とイケ

~V ヨマナイ川合流点附近にも露出する。

これらの各岩体および岩瞭は，多少その性質を異にしているが，少なくとも一部の岩体

は，忠類層堆積後，盗村沢角疎凝灰岩堆積以前に道入したと解される。しかし，盗材角喋

凝灰岩届より下位の{見落ネグァタ岩質石英粗面岩・カスシナイ川流紋岩との関係は全く不

明である。だが，この完品岩体の近入を，酸↑If:火 til 活動の先駆的なものとみなし，一応地

質図には，酸性火山砕屑岩類の下位に同定しておいた。

ホロカクンベツ川に露出する岩体は， 1~2mm の等粒状構造をしめ L，斜長引は， 白

形に近い O.5x1mm 内外の短ざく形をなすことが多く，絹雲母，緑泥石で汚染されてい

るが，アルバイト双品をしめすものが多い。累借構造はみられない。石英は，その斜長

石の聞をみたす他形粒状のもので，まれに徴文象構造的な境界をもっ部分がある。有色

鉱物は，全く緑泥石化している。このほかに，磁鉄鉱・黄鉄鉱・燐灰石がみられる♀こ

の岩質は，石英閃緑岩にあたるものと考えられる。

ホロカクンベツ川下流の岩体も，上述のものと同様であるが，珪化・黄鉄鉱化作用をい

ちじるしくうけており，その構造は明らかではないが，斑状構造がいちじるしいようであ

る。

薫別川上流に露出する岩休は，上述の岩体と同様な岩質をしめす。

1) 浦島幸世: 前出
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IV.l.3 カスシナイ川流紋岩

この岩層は，忠類川支流のカスキノナイ川，盗材沢中流，忠類川上流に分布する。そのう

ち，前 2 地域では，広範囲に，後者は，小規模に発達する。

下位の瑠辺斯層とは整合である。上位は，カス νナイ川附近では，斜里火山噴出物に不

整合に，盗材沢では，薫別角疎凝灰岩に整合に，忠類川上流では，俣落ネグァタ岩質石英

粗面岩に整合に，それぞれおおわれている。

主に流紋岩・同質凝灰岩・角疎凝灰岩からなる。前者が上位，後 2 者は下位の層準をし

める。

凡例では，同層準に固定しておいた石英粗面岩質熔結凝灰岩は，必ずしもその層準を意

味するものではない。カス vナイ川下流に分布するこの岩石は，他の岩層と接する露出は

みられないが，流紋岩の上位にくるようである。また，下位に相当する流紋岩は，すべて

緑泥石化・炭酸塩化作用をうけているが，乙の岩石には，全く，乙のような変質作用がみ

られない。しかも，多くの外来岩片をふくんでいる。このような点で，下位の岩相とは明

らかに区別できる。しかし，その上限をきめる材料は，今のところ全く見当らない。また，

その岩質は，合黒雲母石英粗面岩なので，隣接する斜里図幅の屈斜路熔結凝灰岩とは異な

る c したがって，今のところ，その日責出源を求めることはできない。

山口は，この岩体を，石英粗面岩泥流として取扱い，その時代を上部洪積世とし，これ

と同種の岩体が，知床半島の脊りょう部に，処々に分布すると述べた。しかし，その噴出

源については，ふれていない。

したがって，知床半島の調査が進むにつれて，その!昌準や噴出源も，明らかとなるであ

ろう。

とのほか，根室鉱山・金山・瑠辺斯附近にも，小規模な石英粗面岩岩脈が露出する。こ

れも，ほぼ同時代の火山活動の産物と考えられるので，地質図には一括して，塗色してお

いた。とくに，この種の岩体の周辺には，鉱化帯・鉱床が発達する。

この岩層は，一般に堆積岩を爽在しないため，一般に無層理である。わずかに，盗材沢

lこ露出するものが， NS~NlOoE， 20o~30oE~W の走向・傾斜をそれぞれしめしている。

しかし，下位の瑠辺斯緑色凝灰岩層の走向・傾斜からみて，カス νナイ川に露出する岩体

lこは，ほぼ NS 走向の背・向斜軸が存在する。また，盗材沢に露出する岩体にも， NS 方

向の背斜構造がある。

1) 山口四朗他: 前出
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下位をしめる流紋岩質凝灰岩や同質角疎凝灰岩は，一般に淡緑色を呈し，緑泥石化・炭

酸塩化作用をうけている。

これに対し，上位の流紋岩は，一般に流理構造が顕著で，石英の斑品が目立ち，褐色を

呈するが，盗材沢や忠類川上流の一部には，無斑品状のものもある。

鏡下で、は，斑晶として，斜長石と石英がみられる。斜長石 (An=30 ~';~35 %)は，

白形柱状で，男聞にそって，炭酸塩鉱物・曹長石が発達する。石英は融浸され凸凹にと

む c 初成有色鉱物は全くみられない。まれにみられる斑晶状のりんかくをもっ緑泥石集

合体は，おそらく，かつては斑晶有色鉱物であったと思われる。

石基は，細粒の石英・斜長石・ガラスからなり，ガラスの一部は，緑泥石・炭酸塩鉱

物でおきかえられている。

一方，岩脈状をなすものは，多くの場合，珪化作用をうけて脱色し，灰白色の綴密な岩

石となっている。石基のガラスは，微細な粒状形の石英におきかえられていることが多い。

また，肉眼的にはほとんど変質作用をうけていないような岩石でも，鏡下では，斑品斜長

石は，結品タト形をとどめているが，変質作用をうけ，双品はほとんどみとめられず，曹長

石・絹雲母および方解石などでおきかえられている。

熔結凝灰岩は，灰白色で， O.6~1 mm 大の角ばった外来岩片をふくむのが特徴である。

第 4 図 含黒雲母石英粗面岩質熔結凝灰岩

Bi: 黒雲母 PI:斜長石 F: 外来岩片
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斑晶鉱物は斜長石・石英・黒雲母である。そのうち，石英は清透であり，融浸をうけ

て円くなれときには，稜角形状のものもみられる。斜長石は，おおむね中性長石に属

し，長さ O.5-0.7mm の長柱状白形をしめす。わずかにふくまれる黒雲母は，長柱状な

いし鱗片状で，腎曲したものもあり，長さは O.3mm である。外来岩片は，玄武岩，玄

武岩質安山岩・輝石安山岩で，新鮮なものもあるが，緑泥石化作用をうけたものもある。

石基のほとんど大部分は，淡褐色，灰色あるいは褐色のガラス質であるが，一部は完

全に消光せず，潜品質をしめす部分もみられる。また，ガラスは，流理構造状外観をし

めすと同時に，短ざく状またはいちじるしくのばされたガラスの細片が，一定方向に配

列する。

IV.I.4 俣落川ネヴァタ岩質石英粗面岩

忠類川上流・俣落川上流に分布する。この岩石の大部分は熔岩として，溢流したが，一

部は岩脈をなす。

下位のカス乙/ナイ川流紋岩を整合におおっているが，中標津鉱山附近では直接瑠辺斯緑

色凝灰岩をおおっている。上位は第四紀の火山岩類に不整合におおわれている。したがっ

て，その上限は，明らかではないが，その岩質からみて，おそらく，カス vナ川流紋岩と

一連の火成活動の産物と考えられるので，その層準に同定した。

ナマッケヌプリ山麓に分布する岩体は，鉱化作用を受けていないが，一般に灰白色を呈

し，堅硬で，斜長石と石英の斑品が目立ち，ときには，両斑品が O.2cm 大に達するものも

ある。だが，中標津鉱山附近のものは，岩質はほぼ同じであるが，いちじるしく鉱化作用

を受けており，とくに黄鉄鉱の鉱染がいちじるしく，その酸化のため，岩石全体が淡赤褐

色を呈し，鉱床の上盤となっている。

鏡下では，斑状構造がし、ちじるしく，斑晶として石英・斜長石(正長石)が認められ，

新鮮な有色鉱物に認められない。 石英は1.3 xO.8mm 大のものも認められるが，通常

O.8mm 前後で，融蝕形を呈する。斜長石は，長柱状・卓状形・稜角形状を呈し，新鮮

なものが多いが，曹長石のほか緑泥石・絹雲母で置換されていることもある。まったく，

緑泥石と褐鉄鉱質で置換された有色鉱物がみられる。その結晶形から，角閃石と解され

る。

石基は，ガラス・絹雲母・緑泥石，わずかの炭酸塩鉱物の集合体からなる。

鉱床附近の岩石は，斑晶・石基の大部分が，石英・絹雲母・緑泥石・炭酸塩鉱物・粘

土質鉱で置きかえられており，全体が鉄質物で汚染されている。

IV.I.5 盗材沢角磯凝灰岩層

忠類川の支流の盗材沢および薫別川上流に発達する。

下位のカスシナイ川流紋岩，上位の薫別川集塊岩層とはそれぞれ整合関係にある。こ

の岩層は多くのプロピライトの岩床・岩脈につらぬかれている。薫別川上流には直接の
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関係はみられないが，小規模な完品質岩体が露出する。

この岩層は，ときおり緑色砂岩・泥質頁岩を介在するもので，その構造は，比較的よく

あらわれている。すなわち，盗材沢では N20
0

W-NI0
0

E， 20
o

_30
o

E の走向・傾斜をそ

れぞれ示しているが，金山附近では，その傾斜は 60
0

E となり断層で瑠辺斯緑色凝灰岩と

接している。

一方，薫別川中流および上流では， N20oE-N200

W の走向を有するが，その傾斜は中

流では 20
o
_35°E，上流では20

o

_30
o

W であり，その聞に背斜軸が存在する。

この岩層はおおむね指頭大の角ばった黒色徹密の安山岩礁が，淡緑色ないし灰緑色の火

山灰で凝結されたものである。しかし，岩塊が拳大となり，しばしば集塊岩状を呈するこ

ともある。また，この岩層の下底部附近の一部では，拳大の角ばった花開斑岩の岩塊もみ

られ，角疎岩の様相を示すところもある。金山および，薫3UJIlの上流にみられる，金山沢

の岩塊については，すでに浦島が記載した。

安山岩岩礁は，一般に黒色轍密で，その中に長さ1.0mm以下の斜長石の斑品が点々と

認められるが，有色鉱物は肉眼では目立たない。だが，鏡下では，そのおもむきをやや異

にする。

薫別川上流にみられる岩塊の石基は，一般に大部分暗褐色のガラスよりなり，その中に，

斜状の斜長石結品および繊維状の結品庇が配列する。しかし，特徴的なことは，この石基

中に，直径1.5mmの円形状をなす玉髄質石英集合体が，みられる点である。またこれに

少量の緑泥石を伴う。

理品としては，卓状形の斜長石がみられ，有色鉱物はひじように少ない。斜長石も努聞

にそって，絹雲母店長石が発達し，新鮮なものはみられない。

一方，盗材沢に分布する岩塊は，斑品として普通輝石，紫蘇輝石がみられる。紫蘇輝石

は長柱状自形，淡緑色ないし淡褐色を示し，多色性はいちじるしくない。男開および割目

にとむ。普通輝石は柱状でやや円味をおび，淡緑色を示し多色性はきわめて弱く，男開お

よび割自にとむ。これらの有色鉱物の一部は，緑泥石で置換されている。石基もガラスが

前者より少ない。

角操凝灰岩中の深成岩の礁は，亜角礁から多少円味をもっ亜円牒程度の形をもち，白斑

緑色を呈する。しかも，この礁は多量にふまれていて，他の岩質の礁をほとんどまじえて

いない。

鏡下では，斜長石が白形に近い斑晶状の形をとり，他形の石英がその聞をうずめてい

1) 浦島幸世: 前出 195 1.
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る。この石英には微文象構造が発達している。新鮮な有色鉱物はみとめられないが，自

形状を呈する緑泥石集合体は，おそらく，初成的にふくまれた有色鉱物であろう。また，

全体に絹雲母・緑泥石化作用による汚染がいちじるしい。この岩礁と前述の完品質岩体

とは，共通する特長内るようで、ある o それは，白形状の斜長石と緑泥石(有色鉱物)
のほかに，多くの石英を晶出する傾向と，完品質で徴文象構造をもっ傾向である。

IV.I.6 薫別川集塊岩層

この岩層は，盗材沢角牒凝灰岩とほぼ平行に分布し，金山，薫別川，崎無異川 lζ 標式的

!C 発達する。

下位および上位の地層とは，それぞれ整合関係にある。だが，薫別川の支流の崎無異川

では，一部断層で接している。

金山や薫別川では，緑色砂岩・緑色凝灰岩の薄層をはさみ，その走向は NS-N300E ，

傾斜は 60
0
_75°E である。両地とも急傾斜で，東部地区の蝶番帯附近に位置していること

になる。だが，崎無異川では，その走向 NS ，傾斜lO OE で，蝶番帯からはずれる位置に

ある。

この岩礁は，おおむね拳大で角ばっており，鉄黒色を呈し，やや光沢をもっ黒色紙密な

岩石である。しかし，薫別川の支流では 1cm 大の円形の品洞が発達し，それを玉髄質石

英や緑泥石が充填している。これらの岩塊の聞は淡緑色を呈するやや砂質の火山灰で凝結

されている。

この岩石は鏡下では，斑晶として，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石がみられる。ときに

は，これら斑晶鉱物が緊斑状に集合していることもある。これらの斑晶は，新鮮なもの

が多いが，金山沢附近では緑泥石・方解石・絹雲母・曹長石でおきかえられていること

が多い。

石基は前述の角喋凝灰岩の岩塊よりも結品質で，ガラス・短冊状斜長石・粒状の輝石，

磁鉄鉱からなる。

IV.I.7 錐山プロピライト・緑色凝灰岩複合岩体

玄武岩ないし粗粒玄武岩が(ともにプロピライトとなる)，密に岩脈・岩床状をなして，

最下位の瑠辺斯緑色凝灰岩層の中に貫入したものである。だが， 5 万分の 1 地質では細分

ができないので，複合体として取扱かった。

その近入時は，盗材沢角疎凝灰岩層を貫ぬいているので，その岩層の堆積以後であるこ

とは問題ない。しかし，盗材沢角疎凝灰岩および薫別川集塊層は，ほぼ同質の岩石より構

成されているので，一連の火山活動の産物とみなし，その後の道入岩体として取扱った。

1) 浦島幸世: 前出
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この岩体は，ほぼ NS 方向の延長性を有し，ほぼ地層の走向と同じである。しかも，周

辺に発達する瑠辺斯緑色凝灰岩層の走向・傾斜から錐山を通る N100W 方向の背斜軸が

存在するようである。岩体の最大幅員 4km，最大延長 9km におよび，膨縮にとむ。

プロピライトの原岩はおそらく玄武岩・粗玄式であったことが鏡下でうかがわれる。し

かし，その岩質は必ずしも一定でなく，不規則である。一般に盗材沢支流に分布するもの

は，含撤構石粗粒玄武岩で，他の地域のものは玄武岩が卓越し，これに粗粒玄武岩を随伴

する傾向にある。 1 部の粗粒玄武岩lこは，杏仁状体の発達がいちじるしい。

また，いずれの岩石もプロピライト化するが，とくに緑泥石化・炭酸塩化作用が顕著で

ある。

肉眼的には，これらの岩石は，一般に全体が一様に灰青色ないし灰青緑色を呈し，椴密

である。

鏡下では，填間組織を呈し，斜長石・緑泥石・方解石・ウラライト・鉄鉱などからな

れ初生有色鉱物は緑泥石・方解石・ウラライトなどに全く分解されている。斜長石は

曹灰長石に属し，長さ O.3~ l.O mm の長柱状結晶で，方解石・緑泥石・緑簾石などに分

解されており，網状に連絡している。多数みとめられる球頼は，主として淡緑色繊維状

の緑泥石によって充填され，その外縁には，方解石もしくは淡褐色の緑泥石を生じてい

る。

上のように，この岩体はいちじるしい変質作用をこうむっているが，大岩体中には，あ

まり目ぼしい鉱床はみられず，小岩体あるいは大岩体の周辺部に，いちじるしい鉱化帯が

存在するのを特徴としている。

IV.2 横牛川層

この地層は， ζ の図幅の東部地域に帯状に分布し，横牛川・イケージョマナイ川上流を

標式地とする。だが，西部では図幅内にみられず，隣接峰浜図幅の幾品川中流に位置する

越川村落附近に発達する。

下位の忠類層占は，イケ -i1 ョマナイ川上流で観察されるように整合関係にある。その

境界附近では，緑色凝灰岩・緑色砂岩が爽在している。また，金山沢附近では，硬質頁岩

と緑色砂岩の互層状をしめす所もある。したがって，乙の岩層は必ずしも，一定していな

いが，全体として硬質頁岩として取扱かわれるものであり，火山砕屑岩類のともなわない

のを特徴とする。わずかに，これを貫ぬく，玄武岩脈がみられるにすぎない。

上位の幾品層とは，金山附近では整合関係にあるが，薫別川では不整合におおわれてい

るようである。
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この地層はまた，急傾斜であるのが特徴である。普通，その走向は NI00E-300E，傾

斜は 60
0

_80
0

E であるが，ときには，傾斜が西のこともある。 これは，山口の指摘した

蝶番帯に相当する。

横牛川層は，つぎの岩相からなる。

f金山粗粒玄武岩
横牛川層(

l イケーショマナイ川頁岩層

IV.2.1 イケーショマナイ川頁岩層

イケーショマナイ川上流を標式地とする。下位の地層とは整合関係にあるが，上位は上

述のように，不整合の個所もある。すなわち，薫別川以北では，幾品層が直接忠類層をお

おっており，乙の岩層の露出はみられない。一方，南部地区は，武佐岳火山噴出物がおお

っている。その露出延長 14km で，厚さは 300m である。

この地層の走向は N100-300E ，傾斜は 60
0
_80

0

E で，一般に単斜構造をしめすが，

薫別川では，断層で擾乱され，その傾斜は西となる。

この岩層は，硬質

頁岩を主要構成員と

しているが，最下部

附近では緑色凝灰

岩・緑色砂岩を央在

し，金山附近では，

硬質頁岩と緑色砂岩

とが互属し，その内

lこ浮石質凝灰岩をは

さみ，また薫別川で

は，下部に浮石質凝

灰岩の薄層がみられ

る。

頁岩はいわゆる硬
IIJ''''膨割聞・・・・・ F龍一応河艶:喝 a掬‘母様母唖鈴ミ炉事 E主持桜子京軍制調圏..，.;予持 \明!"".唱をよ司 Z

質頁岩であって，泥 第 5 図イケーショマナイ頁岩層(蝶番帯)

ないし瀞泥から成り，美しい縞状層理をもち，新鮮なものは暗灰色ないし黒色である。し

かし，風化すると，多角状の小塊片にはがれ，淡灰色ないし灰白色に変化する。ときに，

泥灰質または珪質団塊をふくむ。
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この地層は東部北海道標式の越川層に対比される。

IV.2.2 金山粗粒玄武岩

金山附近に小規模な岩脈，岩床状をなして露出する。そのほか，俣落川上流にもみられ

る。

この岩石の新鮮なものは，暗灰色ないじ黒色であるが，多くは多少変質して暗緑色を呈

する。また風化して，玉ねぎ状石理をしめし，集塊岩または緑黒色砂岩と誤認されやすい。

多くは無斑品粒状，一部は斑状である。

鏡下では填間組織を呈し，有色鉱物の一部は，緑泥石となっている。だが，下位の錐

山プロピライトのような，いちじるしい変質作用はうけていないので区別される。主成

分拡物として斜長石(多くは曹灰長石，ときに斑晶状の大晶もある)，普通輝石，紫蘇輝

石が，副成分として燐灰石・鉄鉱がみられる。

IV.3 幾品層

この地層名は，知床半島東翼部に発達するといわれた，幾品層と糸櫛別層とをあわせた

ものである。というのは，岩相や分布からみて，少なくともこの図幅では区分できない。

従来の糸櫛別層は，浮石質凝灰岩を主要構成員としているが，乙れと同質の岩石が，従来

の幾品層にもみられる。かっ，最上部には，断片的な露出をしめす浮石質凝灰岩もみられ

るが，はたして独立した地層として取扱うべきかどうかは，不明なので，一応，幾品層に

ふくめた。現在峰浜図幅を調査中なので，将来，区分される可能性もある。

この地層は，図幅東部に帯状に分布しており，金山，薫別川中流を標式地とする。

下位の横牛川層とは一部不整合関係にあり，上位は川北層に不整合におおわれている。

この地層は泥岩・浮石質凝灰岩・安山質集塊岩を主要構成員とする。このうち前の 2 つ

の岩相では，層理が発達し，その走向は N100~30CE，傾斜は 300~700E まで変化する。

i崎無異川集塊岩層
幾品層(

t古多糠泥岩層

IV.3.1 古多糠泥岩層

忠類J[!と崎無異川中流を標式地とする。

忠類川以南は武佐掛火山噴出物，崎無異川以北は，崎無異川集塊岩層におおわれている

ので，その露出延長は 9km である。

下位の横午川層とは整合，上位の崎無異川集塊岩層とは漸移関係にある。

この岩層は，泥岩・浮石質凝灰岩および粗粒の砂岩の互層から構成され，薫別川では牒

岩を介在している。
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一般に層理が明らかで，忠、類川では単斜構造をしめしており，その走珂は NS~N100E，

傾斜は 500~708E である。これに対し，薫別川では，その走向はほぼ同じであるが，断層

のため，傾斜は 300~600E~W となる。薫別川では偽層のいちじるしく発達する個所も

ある。

第 6 図古多糠泥岩層の岩相

P: 浮石質凝灰岩 Cg: 磯岩

泥岩は暗灰色または暗褐色を呈し，前述の硬質頁岩よりもやわらかく，風化しでも，多

角形の小塊片にわれるような性質のない点で異なる。

浮石質凝灰岩は，灰白色を呈し組髪であり，そのなかに，径 0.5~lmm の石英・斜長石

(中性長石)，緑色閃石や 1~2cm の浮石片をふくむ。わずかに緑泥石化・炭酸塩化作用を

うけている。

疎岩は，薫別川だけに露出し，その厚さは 8m 位で，浮石質凝灰岩や赤褐色砂岩を爽在

する。礁は拳大から 2~3cm 大の亜角礁で，珪岩と粘恨岩を主とするが，プロピライト，

緑色凝灰岩・石英粗面などの疎もみられる。これらの礁は，粗粒の砂で凝結されている。

したがって，この時期には，すでに，忠類層の一部は陸化していたことが予想される。

砂岩は淡緑色ないし赤褐色で粗粒である。

IV.3.2 崎無異川集境岩層

この岩層は，崎無異川を標式地とする。薫別川以南では，この岩層の発達は劣勢となる。

下位の古多糠泥岩層とは漸移関係にある。すなわち，薫別川の支流では，浮石質凝灰岩

の中に，安山岩塊をわずかながらふくみ，上位の安山岩質集塊岩 lこ移過する。だが，崎無

異川では，この岩層は，下位の忠類層を直接おおっているようである。この岩層は，正常

堆積岩を全くはさまず，無層理である。
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この岩相は，黒色安山塊を暗灰色の砂質の火山灰で凝固したものである。岩礁は拳大で，

新鮮であり，鉄黒色を呈し，やや光沢を有する。そのなかに，長さ1.0mm 以下の斜長石

の斑点が，ごくわずかにみとめられるが，有色鉱物は，肉眠では目立たな l)o

鏡下では，新鮮であれ斑晶は紫蘇輝石・普通輝石および斜長石よりなる c 斜長石は，

亜灰長石または曹灰長石に属し，自形をしめし清透で，累帯構造は外持部にみられ，輝

石・鉄鉱を包かする。紫蘇輝石は，白形長柱で多色性はいちじるしくなし、。普通輝石は，

柱状であるが，やや円味をおび，割目がし、ちじるしい。

石基は硝子基流品質で，暗褐色硝子にとみ，そのなかに微細な析木状斜長石および粒

状の単斜・斜方の両輝石および微小な鉄鉱・燐灰石が散在する。

V 第四系

第四系のうち，サマケヌプリ，斜里岳基底溶岩・武佐獄火山噴出物などは，いずれも更

新世に属し，屈斜路火山の外輪山熔岩に相当するといわれている。

これらの外輪山熔岩は，勝井の指摘したように，初期は苦鉄質熔岩の噴出にはじまり，

晩期には中性熔岩が噴出した。また図幅の東部の丘陵地に発達する川北届や忠類川にそっ

て発達する河岸段丘堆積物もまた，洪積世に属する。

現世の堆積物としては，斜里岳集塊岩・標津軽石堆積物などがある。

つぎに，これらの地層について，古いものから説明する。

V.I サマッケヌプリ熔岩

隣接の斜里岳図幅に山頂(標高 1，062.5 m) をもっこの火山は，屈斜路火山の外輪山で，

成層火山に属する。この図幅内では，下位の熔岩だけが露出し，忠類層を不整合におおっ

ている。したがって，その明確な噴出時代は明らかではないが，火山地形がかなり解析さ

れているので，更新世のもののようである。

この岩石は，一般に暗黒色を呈し，杏仁状空隙をもち，斑品の少ない細粒な岩石である亡

しかし，俣落川上流の一部にみられるように，黒色椴密堅硬な岩石となり，集塊岩状を呈

する個所もある。

斑品鉱物: 斜長石〉普通輝石三紫蘇輝石

斜長石は，長柱状で， 0.1-0.2mm 大のものが多く， An60-65% の曹灰長石附近の

1) 勝井義雄: 前出

2) 杉本良也・長谷川潔: 前出

- 21-



成分を示す。普通輝石と紫蘇輝石は，ほぼ等量にふくまれ， 0.1-0.2mm 大で，自形な

いし半自形を呈し，一部緑泥石で置換されている。ときには，斜長石・普通輝石・紫蘇

輝石の緊斑状集合体もみられる。

石基は，結品質で填間構造を示す。ときには，オフテック構造状のものもある。

この岩石は，含紫蘇輝石普通輝石玄武岩質安山岩に属する。

V.2 斜里岳基底熔岩

斜里岳は，紫蘇輝石普通輝石安山岩を主とする火山である。その火成活動は更新世から

沖積世にかけて行われたもので，現在では死火山である。

斜里岳火山は，噴出機構の特徴によって，大まかに，基底火山・本火山および山頂火山

の 3 つに区分される。

乙のうち基底火山は，斜里岳の基底を構成するもので，現在の斜里岳とは，直接の関係

はない。むしろ，斜里岳を生んだ母体となった火山とみられる。

その噴出時代は隣接の斜里図幅で指摘したように更新世である。

この熔岩は，一般に優黒色，堅硬徹密な普通輝石紫蘇輝石安山岩熔岩を主としている。

また，板状節理の発達する部分が多い。しかし，多孔質で流理構造の顕著な岩石も，しば

しばみられる。

斑晶: 斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は， An=64-68%, 0.7-1mm 大の短冊状の白形をとる。まれに，やや大型

の半白形の斜長石 (An= 土75 ~;;)がみられる。紫蘇輝石は，単斜輝石の反応縁をもっ

ことが多い。

石基は徴品質，一般に弱い流理構造が発達する。 長柱状の斜長石 (An=50 土%)と

単斜輝石および鉄鉱よりなる。

V.3 武佐岳火山噴出物

この火山噴出物は，武佐岳(標高 1，005.7 m) や俣落岳(標高 1，003.5 m) を中心として，

図幅の中央南部の山岳地に広範囲に分布する。その面積は 96km 2 におよぶ。

この火山も，かなり山体の侵蝕が進んでいる。樹木が繁茂し，露出が悪いため，その噴

出機構，火口位置などは不明であるが，地形および岩質から 5期の熔岩にわけられる。そ

のうち，第 1 期熔岩は，その分布からみて，標高 574.0 m 山頂附近を中心として，主として

南東方に溢流したもので，火山砕屑岩を全くはさまない。第 2，第 3 期噴出物は，武佐岳山

1) 杉本良也・長谷川潔: 前出
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頂 (1 ，665.7 m) 附近から，北西・西部方向にそれぞれ流出したものらしい。上にのべた各

熔岩は，苦鉄質輝石安山熔岩である。前者は熔岩，後者は火山砕屑岩を主とする。第 4期

熔岩は最も分布が広い。その岩質は，前者の各熔岩よりも珪長質で，熔岩流を主とする。

したがって，その噴出源も分布からいって，武佐岳・俣落岳と推定されるが，不明瞭なの

で，地質図には同色で塗色しておいた。第 5期熔岩は，上述の諸岩相をおおい，熔岩流を

主とするが，火山砕屑岩も爽在する。その噴出源は武佐岳山頂附近らしい。

V.3.1 574.0m 高地熔岩

武佐岳の北東 5km の三角点，標高 574.0 m の周辺に分布する。

この熔岩は，紫蘇輝石普通輝石玄武岩質安山岩で，暗黒色を呈し，轍密である。そのな

かに，長さ1. 0mm 以下の斜長石の斑品が，点々としてみとめられるが，有色鉱物は，肉

眼では目立ない。

鏡下で検すると，斑品は，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石よりなる。斜長石は曹灰長石

または亜灰長石に属する。おおむね柱状自形で，黒帯構造を示すものが多く，また塵状

包か物にとむ O 紫蘇輝石・普通輝石は，ごく少量含まれるにすぎない。

石基は填間構造に近く，粒状の単斜輝石，短冊状または折木状の斜長石・磁鉄鉱，お

よび少量のガラスよりなる。ときに，有色鉱物および斜長石よりなる同源捕獲岩様の鉱

物集合体がふくまれる。

V.3.2 イケーショマナイ熔岩

この熔岩はイケ -v ョマナイ川上流の式佐鉱山周辺に分布する。だが，その分布は局所

的なため，第 1 期熔岩との関係は，明らかではないが，噴出源を推定してみて，後期の火

山活動の産物とした。

この岩石は，一般に暗緑色椴密堅硬である。斜長石は新鮮なものが少なく，硫黄や明磐

石で交代されている。硫黄の鉱染が弱い時は，有色鉱物は硫黄で交代されることが少なく，

新鮮な部分もみられるが，緑 i尼石におきかえられていることが多い。有色鉱物は，普通輝

石，紫蘇輝石である。硫黄の鉱染がいちじるしくなると，岩石は灰白色を呈し，粒状の蛋

白石と硫黄との集合体になる。

V.3.3 湯の沢集塊岩

武佐岳の北東，南西山麓にやや広範囲に分布する。大部分，直接緑色凝灰岩を不整合に

おおっている。

一般に，ほとんど熔岩をはさまず，無層理である。岩塊は角ばった拳大のものが多い。

暗黒色を呈し，斜長石・有色鉱物の斑品が目立ち，杏仁状体の発達がいちじるしい。穆結

物は暗灰色の凝灰質物である。
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鏡下では，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石からなる。斜長石は，亜灰長石または曹灰長

石に属し，柱状自形のものが多く，累帯構造は発達していない。

石基は，ほとんど暗褐色のガラスで，その中に，わずかの微細な繊維状の斜長石およ

び結晶匪が散在している。

V.3.4 俣落岳熔岩

この熔岩は，俣落岳，武イ左岳東部に分布し，式佐岳火山噴出物のうち，最も分布範囲が

広い。

この岩石は，前の 3 種の熔岩よりも珪長質で，灰色を呈する。肉眼では，灰色の石基の

中に，斜長石，有色鉱物がめだっている。ワラップ川上流のものは多孔質で，他の地域の

ものと多少外観を異にするが，組成鉱物は全く閉じである。また武佐鉱周辺では，第 2 期

熔岩でのべたような変質作用をうけ，硫黄の鉱染した個所がある。

鏡下では，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・石英からなれ斑状構造を示す。斜長石は，

柱状ないし板状結晶で，曹灰長石附近の成分をもち，ポイキリティックに粒状の輝石を

包かする。紫蘇輝石は，単斜輝石の反応緑をもち，自形を呈する。石英は，普偏的には

ふくまれていない。

石基は，褐色ガラスと短冊状の斜長石・粒状の単斜輝石・クリストパル石・鉄鉱から

なる。

V.3.5 武佐岳熔岩

武佐岳から北西方向に分布する。武佐硫黄鉱床生成後の噴出物と解される。

この岩石も，前者と同じく珪長質で，斑品鉱物が目立つ，普通輝石紫蘇輝石安山岩であ

る。

鏡下では，斑晶として斜長石・普通輝石・紫蘇輝石がふくまれる。斜長石は，累帯構

造の発達がとぼしく，中性長石附近の成分をもっ O 紫蘇輝石は，単斜輝石の反応縁をも

つことがまれである。ときには，稜角状ないし破片状の石英を随伴する。これら斑晶鉱

物のごく一部は，緑泥石におきかえられている。.

石基は，暗黄褐色のガラスと矩冊状の斜長石および粒状形の輝石・鉄鉱をふくむ。俣

落岳熔岩よりもガラス質であるのが特徴である。

V.4 川北層

乙の地層は，いわゆる根却1\原野の根幹となっているものである。北海道開発局農業水産

部が確立した根釧原野の層序の，西春別層に相当し，下部洪積世に属する。

この堆積物は，東部丘陵地に広範囲に発達する。だが，標津軽石堆積物におおわれてい

1) 北海道開発局農業水産部: 前出
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るため，その露出は，忠、

類川，薫別川の両河川の

崖に限られる。

その堆積状況は類似し

ているが，構成宕相に多

少の差異がある。

忠類川では，第 7 図に

示すように古多糠層に属

する浮石質凝灰岩の上に

安山岩礁を主体とする疎

層・偽層の発達する粗粒

の砂層・安山岩礁の多い

疎層・粘土層・疎層とい

う順序で堆積し，これら
浮石質凝灰岩

の各岩層は互に偽層して

いることもしばしばあ

薫月 I) 川における) II 北層
忠類川糸櫛別附涯に
おける )11~t 層る。全体として 10m 以

川北層の岩相変化第 7 図上の厚さをもっている。

乙れに対し，薫5.J1JJl[では，その下限は，明らかではないが，最下底は緑色凝灰岩・安山

岩・石英粗面岩などを主体とする礁層からなり，その上に偽層の発達した粗粒の砂層・凝

灰質の粘土・安山岩を主とする疎層・浮石質粘土層・疎層という順序で堆積している。こ

れらの各岩層は，忠類川ほど互に偽層していない。しばしば亜炭および樹幹を爽在する。

要するに，砂礁の構成物は，火山砕屑岩起源、のものが多く，浮石あるいは凝灰岩質の堆

積岩よりなっている。

基線熔結凝灰岩V.5

上位の標津軽石堆積物におおわれているので，その露出は忠類川の西側の一部に限られ

る。

との岩石は第 7 図に示したように，川北層の上に発達する。厚さは 3m で，上位は 1m

の河岸段正堆積物でおおわれている。

この火山砕屑岩は，屈斜路湖まで追跡され，その岩質も屈斜路火山噴出物とよく類似し

- 25 ー



ているので，その噴出源を屈斜路湖にもとめた。

この岩層の噴出時代については，石川・湊・勝井は，上部更新世とし，島田・矢崎は，

岩相と亜炭の発達することから，下部更新世の釧路統に対比している。だが，JlI北層に亜

炭を爽在しており，乙の上位に熔結凝灰岩が位置するので，上部洪積世に対比される可能

性が強いようである。
4) 5)

すでに勝井や，筆者が指摘したように屈斜路火山噴出物の特徴は，やや多量の外輪山熔

岩片，基盤岩片および炭化木片などをふくむ紫蘇輝石石英安山岩である。なお， 2 回にわ

たる噴出物のうち，初期のものは，斑状石英をふくみ，後期のものは，全くふくまないか，

ひじようにわずかである。この点からすれば，基盤熔結凝灰岩は後期のものである。

乙の岩石は，凝回し，熔結作用が進んでおり，灰色を呈する。流理構造状外観を示す灰

第 8 図 基線熔結凝灰岩(含石英紫蘇輝石石英安山岩)

Q: 石英 PI: 斜長石 Hy: 紫蘇輝石 F: 外来岩片

1) Ishikawa.T.&Minato.M.: INQUA.1953.

2) 勝井義雄: 前出

3) 島田忠夫・矢崎清貴: 石技協， Vol.21, 1956, Vol.22, 1957.

4) 勝井義雄: 前出

5) 杉本良也・長谷川潔: 前出
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色ガラスの中には， 0.5cm の角ばった外来岩片および、有色鉱物斜長・石が散在する。

斑晶鉱物の量比は，斜長石〉紫蘇輝石〉石英宇普通輝石である。斜長石は 0.3-0.6

mm 大の長柱状，卓状，破片状と種々な形状をしめす。一般に累帯構造は認められず，

その成分は， An=45-50% である。紫蘇輝石は，一般に 0.2-0.4 mm 大で白形を呈す

ことが多いが，ときには， 0.7mm 大のものや 0.05 mm 大の粒状形を示すものもある。

石英は， 0.2-0.4mm 大で破片状，稜角形を示す O 普通輝石は， 0.2-0.5mm 大で，自

形ないし半白形を呈し，大部分が CZ=42°-44° である。またわずかの鉄鉱もふくまれ

る。

外来岩片は，安山岩・珪岩・粘板岩・プロピライトなどである。このうち安山岩片が，

圧倒的に多い。

石基の大部分は淡褐色，あるいは灰色のガラス質であるが，一部完全に消光せず潜品

質を示す部分もみられる。またこれらのガラスは，短冊状またはいちじるしくのばされ

て，一定方向に配列する。

V.6 河岸段丘堆積物

おもに忠類川中流および上流に発達する。構成岩石はほとんど大差なく，安山岩礁を主

とする。その大きさは頭大から拳大のものが多く，その問を砂質物が充填している。なお，

図幅東部の丘陵地ー←ー標津軽石堆積物の発達する地域 を横断する忠類川，薫別川，崎

無異川の再河岸にもこの種の堆積物がみられるが，地質図に記入するほどの規模でないの

で削除した。

V.7 斜里岳集塊岩

斜里岳火山の大部分をしめており，その分布は，頂上附近から四辺に同じような状態で

拡がっている。その分布高度は， 750m から 1，300 m までで，ひじように厚い噴出物のよ

うにみられるが，中心附近で基盤が高くもり上っているので，結局厚さはせいぜい 200m

ていどのものである。しかし，この図幅では，その分布範囲はわずかである。

この岩層は，集塊岩と熔岩とからなり，成層し流走面が発達している。流走面の走向は，

頂上を中心とした同心円をえがき，その傾斜はいずれも 15
0

_20° で，頂上より外側に向

っている。

岩質は下部から上部に向って多少変化するが，一般に，熔岩は暗褐色，徴密な普通輝石

安山岩である。集塊岩部は，同熔岩を岩塊とし，その聞を同質の熔岩が埋めている。

1) 杉本良也・長谷川潔: 前出

2) 斜里岳図幅
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V.8 崖錐堆積物

この堆積物は，斜里岳基底熔岩をとりまいて，比較的広範囲に分布し，また， 574.0 高

地の東部山麓にも発達する。乙の堆積物は標津軽石堆積物におおわれている。

この岩層は，それぞれの背後山地を構成する岩礁で構成される頭大ないし拳大の安山岩

礁で，この間を粗粒の砂が充填している。

V.9 標津軽石堆積物

図幅東部の丘陵性台地に，川北層および河岸段丘堆積物をおおって，広範囲に分布する。

この堆積物は，雨水のために容易に運ばれて，下位の地層をおおうので，地質調査の大き

な障害となっている。

ー，

第 9 図 北海道東部における沖積層の

火山灰分布図 (山田原図)

摩周軽石堆積物に相当するもので，降下した堆積物である。この堆積物を山田忍が土壌

学的立場から取扱い，これを 12 層に

分け，新しいものから，摩周統火山灰

層と，それぞれ命名した。これらの噴

出物の分布範囲は第 9 図に示した。こ

れによると F， L 層が分布すること

になるが，その後の調査によると全域

に A 層が発達している。

A 層に相当するものは，白黄色の厚

さ 15cm 内外の砂質ロームで，一見し

てよくわかる層である。腐植はチョコ

レートないし黒褐色を示す。古多糠附

近では風化の度が高く，腐植にとむ。

'A, B, C, D, E, F, G, H, I, J, K, L

F 層に相当するものは，上部が黄褐色の砂質ロームないしローム層で浮石・熔岩片をふ

くむ。下部層は浮石および火山砂のようなものである。

L 層に相当する火山灰層は，黄褐色ないし褐色の浮石層で，浮石は米粒大から大豆大の

粒状形を示す。上部は風化をうけ赤褐色ないし黄赤褐色の砂質ローム状を呈し，最上部に

1) 山田忍: 北農試， 1951.

2) 石塚喜明他: 北農試， 1953.
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は黒色ないし黒褐色の腐植層をもっている。厚さは 40cm である。

これらの各火山灰層は露出がよくないので，地質図には同色で塗色しておいた。また，

風成堆積物であるこの地層の構成浮石の礁の大きさの変化などは，充分把握できなかった

が，北に行くほど，細粒になる傾向がみとめられる。

この軽石は，一般にきわめて気泡にとむ。他は淡黄褐色のガラスで，晶子は，ほとん

どみとめられず，斑晶として，わずかの斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および磁鉄鉱がみ

とめられるにすぎないが，普通輝石紫蘇輝石安山岩に属する。

V.IO 沖積層

ワラップ川，忠類川，薫別川，崎無異川の各河川に沿って発達する。主に頭大の安山岩

質疎を主とするが，粘土・砂礁・浮石もみられ，流域を構成している地質によって，多少

の違いがある。

VI 応用地質

VI.I 概説

この図幅の地域内は，古くから金・銀・銅・鉛・亜鉛・硫黄地帯として注目されてきた。

したがって，根室・東亜・武佐鉱山などの旧稼行鉱山や稼行中の鉱山をはじめ，探鉱中の

ものや，休山，廃山あるいは古い坑道が多数存在している。

これら鉱床は，すべて新第三系下部層を母岩とするもので，東北日本内帯の，いわゆる

緑色凝灰岩の中に発達する鉱床とその形式を同じくし，知床鉱床区を形成している。

この地域で，現在まで知られている鉱床は，典型的な黒鉱鉱床および黒鉱式鉱床であ

る。

このうち，最も普遍的なものは，黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・石英・重品石(一部方解

石・石膏をともなう)の鉱物組合せである。しかし，一部には，肉眼的に硫化鉄鉱だけか

らなる露頭や，黄鉱状の鉱床もみられる。東亜・根室鉱山は前者に属し，中標津鉱山は後

者に属する。

上述のような，組成鉱物および鉱床型は，西南北海道のグリーンタフ地域の鉱床と類似

しているのやや異なる点は，合金銀石英脈ないし合金銀石英方解石脈のとぼしい乙とであ

る。

1) MinatoM.etal: 前出
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武佐岳図幅内の鉱床分布図第 10 図

概観すると，山口ふ指摘したように，鉱床は，地質構造l乙支配されていることがうかが
われる。しかし，石英粗面岩と鉱床とが直接関係があったかは，明らかではない。ともあ

れ，鉱化作用は，いちじるしい火成活動の一連として，現在みられる背斜軸，蝶番帯のよ

うな個所に行われた。さらにその後，東側の蝶番帯が形成されたために，鉱床は擾乱され
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また，この地域は，千島火山帯の西南部にあたり，阿寒知床帯に属するので，この期の

火成活動lこ随伴する硫黄鉱床が存在する。主として，武佐岳周辺に賦存する。武佐鉱山は，

その代表的鉱山である。このほか，数カ所に温泉が湧出しているが，立地条件の関係から

川北温泉だけが利用されているにすぎず，他は全くかえりみられていない状態である。

川北層は古多糠附近では，開拓道路の敷石として利用されている。

開拓途上にある東部の丘陵性台地では，地下水が問題となっているが，川北層が主な帯

水層となっている。

VI.2 成金属鉱床

VI.2.1 忠類川上流地区

鉱床は，忠類川の東西から南南西に流路をかえる地点と，さらに，その上流 2km の地

点、の周辺に位置する。

留辺斯から鉱床までは，営林署の自動車専用道路が通じている。

乙の鉱床が発見された歴史は，明らかでないが，かなり古いようである。おそらく，隣

接の根室鉱山が開発された頃ではなかろうか。現在まで露頭調査を行った程度である。

鉱床は忠類層中の瑠辺斯緑色凝灰岩層中に旺胎する。

現在までしられた露頭は，鉱染交代型，鉱脈型の 2 種にわけられる。鉱脈型といっても，

いわゆる裂かを充填したものではなくて 1 つの勇断帯に沿って鉱染交代したものである。

各露頭の構成鉱物は，石英・重品石・方解石・黄鉄鉱・黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱であ

る。

VI.2.1.1 脈状型鉱床

忠類川の北岸の河沿いに 2 カ所と，忠類川と湯の沢の合流点附近の南面の崖とに露頭す

る。

緑色凝灰岩の中に旺胎する鉱床のうち，上流に発達するものは，走向 SN で地層の走向

とほぼ同じである。母岩は，いちじるしく粘土化し，泥土状となっている。しかし，黄鉄

鉱の鉱染のいちじるしい所は，珪化して，やや堅硬となる。この珪化，黄鉄鉱鉱染帯は幅

1.5m に達するが， S=20.23':0 で，鏡下でも，他のベースメタノレはみとめられない。黄鉄

鉱は粗粒で， 1. 5~3mm である。ときには， 2~3cm の 5 角 12 面体や立方体の美品もみ

られる。

1) 杉本良也: 北地資報， No.18, 1957.

2) 分析者: 北海道立地下資源調査所 二間瀬測技師
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このような状態のため，探鉱価値はとぼしい。しかも，平坦な河岸段丘堆積物が，走却

方向に 40m もつづいているので，水平坑道による探鉱は困難である。

下流の緑色凝灰岩中には， 2 本の平行脈の露頭がみられる。両鍾の間隔は 6.3m で，走

向は N400W，傾斜は 70
0
NE を示し，地層の走向を切っている。母岩の変質は，上流と

異なり，珪化作用がいちじるしく，黄鉄鉱は酸化して“やけ"の様相を示している。

走向延長の北西部は， NS の断層で切られ，南東部は，河床堆積物でおおわれているの

で，その規模は明らかでない。両錨のうち，上流に分布するものは，錨幅 2~4em で，下

流のものは 30em 程度である。前者は石英・黄鉄鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱からなり，後者

は，上記鉱物のほかに，少量の重品石・黄銅鉱をともなう。その量比は，閃亜鉛鉱〉方鉛

鉱=テ黄銅鉱である。

方鉛鉱と閃亜鉛鉱は，スムースな曲線で接するほか，前者が後者に交代されているとき

もある。また，両鉱物の接合部の境界に沿って黄鉄鉱の微粒が存在することもある。黄銅

鉱は内亜鉛鉱の中に“点滴状ぺ“ひも状"にふくまれる場合と，閃亜鉛鉱に交代されて島

状に存在する場合とがある。方鉛鉱は閃亜鉛鉱よりはるかに少量である。

一方，最下流の黒色頁岩を下盤とし，緑色凝灰岩を上盤とする断層帯の中に庇胎するも

のは，走向 N200E で，南岸では前 2鉱脈と斜行するようであり，鉱染帯をふくめると 50

em である。

下盤の黒色頁岩は，微粒石英集合体となり，方解石の細脈で切られている。鉱床は上盤

の緑色凝天岩を鉱染交代したもののようであるが，調査時は，段丘堆積特が崩落して明ら

かでなかった。

鉱石の構成鉱物は，前にのべた 2 脈と同様である。

一方，湯の沢と忠類川の合流点に露出するものは，赤煉瓦状の色を呈する凝灰岩の中に

庇胎するつ走舟は，うえにのべ;ピ各鉱脈と異なり， EW を示す。東部の走向延長の変質帯

は，河沿いに 30m 追跡されるが，それ以東は段丘堆積物におおわれる。西部も，河床段

丘堆積物でおおわれるが，河崖の露出岩から，少なくとも 120m 以上は期待できない。

赤色母岩は，赤褐色の褐鉄鉱質物と石英の集合体から構成される c 乙れらを切って，石

英・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄鉄鉱・方解石の集合体からなる網状脈が発達する。しかし，ベ

ースメタノレは，網状脈の中に一様には分布してあらず，局所坊にj農集する。黄銅鉱は，わ

ずかに閃亜鉛鉱に伴う。

VI.2.1.2 鉱染交代型鉱床

忠類川北面の小支流に 2 カ所露出する鉱床が，これに属する。いずれも，緑色凝灰岩・
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第 11 図 忠類川北西の小沢に露出する鉱床見耳元図

回一物
白岩錐

EEi 緑色凝灰岩

E 一帯

富強日

l?~flj ~~粘土化帯

角疎凝灰岩の中に旺胎している。

忠類川北面の小沢に露出する鉱

体の周辺は第 11 図に示すように，

上部は斜里岳の岩誌におおわれ，

河床面には安山岩疎を主とする堆

積物が発達し，沢沿いの小規模な

崖に点々と，母岩である緑色凝灰

岩・角砕、凝灰岩が露出する。

下盤に相当する角喋凝灰岩はff、l

密堅田で，指頭大の角棟の周辺部

を幅 0.5~1 em の石英・黄鉄鉱・

方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄銅鉱の集合

体がとりまき，角棟鉱を構成す

る。

一方，上盤の粘結性のある粘土

化した淡緑色の凝灰岩は，延長 40

m，幅員 10m，厚さ 4m におよ

び，局所i刊に黄鉄鉱・黄銅鉱が鉱

染漫雫している。またフ主に石英・

10 20

方鉛 J，~~ ・閃亜鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱の鉱染した，指頭大または拳大の黄鉱塊もみられる。

角牒鉱石は，黄鉄鉱が最も多く，その問を，主に石英と閃亜鉛鉱とがうずめている。方

針広・閃亜鉛鉱に包かされていることもあるが，スムースな曲線で接し，ときには，その

接合部に黄銅鉱を伴う

一方，粘土鉱は，黄鉄鉱・黄銅鉱だけからなり，後者の辺禄部は，銅監に変化する。

塊j)L~ は，黄鉄鉱が最も多く，黄銅鉱がついでいる。方鉛鉱・閃亜鉛鉱が，最も少ない。黄

銅広は，黄鉄鉱に包かされるが，

試料 eu タ~ IPb ガ Zn:% S:;;;
黄鉄鉱粒間の一部をうずめる。

代表均資料の分析結果は，右表 粘上鉱 |131 1 1 1M

のようである。
塊 鉱 0.99 0.3可i

前述した鉱体の東方 800m の地 (分析者 北海道立地下資源調査所技自 iti 三間瀬測)

点に位する鉱床は，上述の鉱体と同様であるが，粘土鉱はみられず，粘土につつまれた塊鉱
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が，みられるにすぎない。塊鉱は，湯の沢と忠類川の合流点附近の鉱石と，同性質である。

しかし，この粘土帯の規模は，上述の鉱体よりはるかに小さく，露岩から判断して， 30

x40m 以内である。

さらに，東方の隣接小沢にも多小やけた緑色凝灰岩の中に，局所的に微粒黄鉄鉱が鉱染

した粘土化帯が発達する。

一方，斜里国道がカスシナイ川を横断する南側に，交代状の鉱床がみられる。

緑色凝灰岩の粘土化した部分に，団塊状の鉱塊がみられるが，その上部は，崖錐におお

われ，その規模は明らかではない。

その延長方向の河床では，ほとんど

変質をうけない禄色凝灰岩が露出する

ので，鉱体は，小規模か，あるいはそ

の辺縁部を観察しているのかもしれな

l)o

組成鉱物の量比は，黄鉄鉱〉黄銅鉱

宇閃亜鉛鉱〉方鉛鉱である。

VI.2.2 東E鉱山地区鉱床

ガスシナイ左支流の西側支流に露出

する鉱床は，緑色凝灰岩とプロピライ

トの接触部附近に旺胎する脈状鉱床の

ようである。だが，坑道は埋没し，露

頭も併でおおわれているために観察で

きなかった。したがって，その実体は

明らかでない。しかし，帯の中の鉱石

をみると，黄銅鉱がひじように濃集し

ているようである。採取したー資料

は，いちじるしく珪化された凝灰岩の

中に幅 lcm のほとんど黄銅鉱だけか ?
らなるものである。

組成鉱物は，黄銅鉱〉黄鉄鉱であ

り，石英のほかにわずかの重品石を伴

つ。
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第 12 図 東亜地区鉱床見取図

1 フロピライト 2 緑色凝灰岩

3 鉱体 4 断層



この鉱床の上流の西側のー支流にも露頭がある。右岸の坑道は鍾押しを行ったもので，

その延長 10m 前後である。

鉱床は，緑色凝灰岩の中に旺胎し，その走向は N100E，傾斜は 70
0

W である。珪化帯

をふくめるとその錨幅 40cm 位となる。賎金属は，この珪化帯の中 lこ細脈状に発達する。

一方，左岸にも，その掘進方向から，鍾押しを行ったと考えられるが，埋没している。

組成鉱物は，黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄鉄鉱である。これもまた，石英のほかに，わ

ず、かの重品石がみられる。

この沢の最上流の鉱床は，この地域でもっとも大規模に探鉱された個所である。

鉱鉱床は，プロピライトおよび緑色凝灰岩の断層帯に沿って発達し，脈状型式をとるつ

その走向は N300E，傾斜は 70
0
NW である。

露頭は，河床の右岸にあり，いちじるしく珪化した凝灰岩中 l乙幅数 em の，黄銅鉱・

閃亜鉛拡・方鉛鉱・黄鉄鉱脈が発達する。同時に周辺に走向延長のつづかない主脈と斜交

する細脈がみられる。組成鉱物は主脈と同様のものもあるが，石英・黄鉄鉱からなるもの

もある。

この露頭に対し，左右両岸から鍾押坑道を掘進している。その延長は 60m で，この間

賎金属を含有するのは，露頭をふくめて， 35m ほどで，他は珪化帯ないし，石英・黄鉄鉱

脈に移過する。

組成鉱物の量比は，閃亜鉛鉱〉黄銅鉱〉黄鉄鉱〉方鉛鉱である。

黄銅鉱は，閃亜鉛鉱を脈状に貫ぬくが，方鉛鉱とは，なめらかな境界で接する。方鉛鉱

は，一般には，他の鉱物とは接することがなく，単独で存在する。

カスシナイ川右支流の上流にも露頭がある。鉱床の周辺は，緑色砂岩と緑色凝灰岩の互

層からなるが，断層のため，いちじるしく擾乱され，その走向は NS，傾斜は 70
D

E とな

る。

鉱体は緑色凝灰岩中に旺胎し，その走向は N30
8

E で，傾斜はほぼ直立している。

組成鉱物の量比は，黄銅鉱>閃亜鉛鉱宇黄鉄鉱である。黄銅鉱の表面は酸化して，藍銅

鉱・孔雀石にかわっているが，内部は新鮮である。

黄鉄鉱は，黄銅鉱の中に包かされるか，または石英と共存する。黄銅鉱と閃亜鉛鉱は密

接に随伴するが，後者は前者に包かされることが多い。

また両鉱物が相接する場合は，閃亜鉛鉱の中に黄銅鉱の点滴がふくまれる。その鉱化作

用は，黄鉄鉱・石英→閃亜鉛鉱→黄銅鉱の順序で行われたようである。

この鉱床の下流にも， N100W• 85°E, N55°E ・ 40
D
W の走向・傾斜をそれぞれ示す脈状
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型の 2 つの鉱床がみられる。鉱床は，錐山プロピライト緑色凝灰岩複合岩体の中に旺胎し，

粘土化，珪化作用がいちじるしい。鍾幅 20~40cm で，その組成鉱物は，上述した鉱物と

ほぼ同様である。

また，ホロカクシベツ川とその支流との合流点から下流にも 2条の鉱脈がみられる。そ

の走向は， N10oE~NS で，鍾幅，組成鉱物とも，上に述べたものとほぼ同様である。

忠類川とその支流のホロカクシベツ川との合流点から，忠類川を 500m ほどさかのぼる

と河床に露頭がみられる。 これは，角礁凝灰岩の中に匪胎し，珪化帯をふくめて， 70cm

の幅を有する。その走向は， EW ，傾斜はほぼ直角である。全く未探鉱である。

鉱石は，石英・鉄鉱にとみ，その中 lこ，黄銅鉱・閃亜鉛鉱および，ひじようにわずかの

方鉛鉱が存在する。黄銅鉱と閃亜鉛鉱は，それぞれ独立して散在するが，ときには，不規

則な形で接し，後者の中に前者の点滴がみられる。

その量比は，黄鉄鉱〉黄銅鉱〉閃亜鉛鉱である。

VI.2.3 根室鉱山地区

この附近は，瑠辺斯緑色凝灰岩およびこれを貫ぬく，石英粗面岩で樗成されている。

根室鉱山は，イケーショマナイ川上流に位置する。かつて，横牛川から，鉱山まで鉱山

道路が通じていたが，いまでは，全く荒廃している。

現在は， {欠の径路を利用するのが最も便利である。

自動車道路 歩 道
標津町 一川北温泉一一一一一一鉱山

ミス道路 歩 道
標津町一一一一一金山一一一←一鉱山

乙の鉱山の開発の歴史は古く，大正初期に始まる。当時約 30，000 トンの出鉱をみたとい

うが，今は，坑長も埋没し，研中にも鉱石らしいものがほとんどみられず，その全貌は，

全く不明である。石井中に，わずかに石膏がみられるにすぎない。

この鉱床の周辺は，粘土化作用がいちじるしく，母岩の緑色凝灰岩は，青白色lこかわっ

ている。また，珪化作用もいちじるしいが，とくに，石英粗面岩体の周辺部に強い。

木下によると，鉱床は頁岩の下盤に発達する粘土中に匪胎する黒鉱鉱床で，中切坑およ

びその下方 6m!乙開坑する 2 坑で，黒鉱lこ着鉱し， 2 坑の下方 20m の 3 坑では，黄鉱を

主とする。黒鉱および黄鉱の下盤には，一帯に石膏が発達し，厚さ 2~3m の層状を示す

としユう。

1)

乙の鉱床の鉱石の品位は，当時の記録によると， Cu=3.%' , Pb=10.%', Zn=25%程度

1) 山口四郎他: 前出

2) 木下亀誠: 本邦の黒鉱床， 1944.
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であり，組成鉱物を量比で示すと，閃亜鉛鉱>方鉛鉱〉黄鉄鉱〉黄銅鉱のJ!日序であるとい

つ。

イケーショマナイ川が，忠類川から分岐した地点から，約1.2km の上流附近はいちじ

るしく珪化し，黄鉄鉱の鉱染もやや顕著であるが，賎金属はみられない。

イケーショマナイ河口からこの川を 500m さかのぼると，西側にー支流がある。この支

流の 500m 上流に，走向 NS~N60QW の数条の石英・黄鉄鉱脈が露出する。下流の露頭

ほど走向は西にふれ，上流になるほど北にふれる。その樋幅は 15cm~60cm におよぶ亡

組成鉱物は，石英・黄鉄鉱で他の賎金属はみられない。

なお，この数条の鉱床は，緑色凝灰岩とプロピライトを母岩とするが，母岩の相違によ

る，鍾幅・組成鉱物の変化はみられない。

また，忠類川とイケ~V ョマナイ川合流点から. 2km 上流に，数条の露頭がみられる

その錨幅， 30~40cm で，走向は， EW~N45DW である。ほとんどが，黄鉄鉱，石夫から

なるが，ひじようにわずかの黄銅鉱・閃亜鉛鉱がみられる。

ソワキップカオマナイ河口に，鉱染交代鉱床がみられる。この鉱床は，瑠辺斯拡山とし

て，大正 6， 7 年の頃，東京三益商会が，採掘に従事し，製鏡、所を建設して，製諒を開始

した。しかし鉱量が少なく，また製錬l乙失敗したために，休山したという。

p ,

。 3 、 ρ

10
A
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鉱床は緑色凝灰岩のやや粘土化した部分に，網状に賎金属が匪胎する。単脈の幅は 1-­

2em 位である。また，その一般走向は，周辺の粘土帯の方向から N55°E のようである。

全体の鉱化体の幅は 10m ~乙達するが，賎金属をふくむのは， 1m ほどある。

この露頭部に対し，下流の右岸から， N400E 方向に，坑道を掘進している。坑道は埋没

し，かつ併の中にも，鉱石らしいものはみあたらない。

組成鉱物の量比は，閃亜鉛鉱〉方鉛鉱〉黄鉄鉱である。

VI.2.4 薫別地区

薫別川の上流と，そのー支流に露頭がある。この鉱床は，大正 10 年まで約 3 年，崎無

異川上流の鉱床と合して，北根室鉱床とよばれて探鉱された。、周辺は，いちじるしく珪化

し，その原岩の判定に苦しむが錐山プロピライト，緑色凝灰岩複合体の中に庇胎している

ようである。

現在は，全く坑道は埋没し，併から，かろうじて探鉱の後をうかがうことができる。散

在する併も，鉱石らしいものは，ほとんどみあたらず，わずかに，幅 lem 大の，閃亜鉛

鉱〉方鉛鉱〉黄鉄鉱，重品石・石英細脈のみられる鉱石を採取したにすぎない。

なお，この最上流の鉱床は，盗材沢角疎凝灰岩の中に庇胎する脈状鉱床である。その走

向， N80oW ，傾斜 70
0

N である。錨幅は 40em であって，数 m 坑道探鉱が行われてい

る。組成鉱物は，石英，黄鉄鉱およびごく少量の方解石である。

VI.2.5 中標津地区

{見落川上流の右支流に位置する。

中標津町から俣落川に沿って， 18km の間には，自動車専用林道が通じている。この終

点より，鉱山まで 2.5km の聞は，かろうじて自動車の通ずる道路が閉さくされている。

この附近の探鉱も大正末期にさかのぼり，主として，硫黄を中心として行ったようであ

る。最近，賎金属を目的として探鉱をはじめた。

鉱体周辺は，明辺斯緑色凝灰岩(プロピライトを伴う)と俣落川ネグァタ岩質石質石英

粗面岩からなり，珪化，黄鉄鉱化作用がいちじるしい。とくに，後者の酸化帯は赤褐色を

呈し，特徴のある岩相を呈する。

鉱床は，緑色凝灰岩を母岩とする。その賦存状態は，第 14 図に示す。

脈型形式をとる鉱床に対し，探鉱坑道が掘道されている。右岸の露頭の西側延長を，鍾

押しで， 10m ほど掘進している。露頭部は，幅 70em の粘土化帯に賎金属が鉱染したも

ので，走向は N800W で，傾斜は 60
0
N を示す。その延長は 25m ほど確認されている。

坑道内では，露頭と多少おもむきをことにし，上盤が珪化し，その割自に沿って，フィノレ
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ム状の賎金属(黄銅鉱が多

い)が附着するが，珪化岩

の中まで鉱染するにいたつ

ていない。下盤の粘土化帯

は，露頭部とほとんと、かわ

らない。

この坑道の 15m 下部か

ら，この鍾に対し，坑道を

掘進中であり，鉱染帯に着

鉱しているが，賎金属はみ

お
られない。

ともあれ，この鉱床は，

交代作用による脈状型の鉱

床で，黄鉱状の性質をもっ

ものである。

脈石鉱物は，石英と少量

の重品石，方解石である。
粘土化帯< ~，~!~ t 合くむ)

粘土鉱中の組成金属鉱物 ~ tLl，事の.:il':市J' <Q~ゴ

は，黄鉄鉱〉黄銅鉱である。
。 10 20m. ' .

これに対し，珪化帯中のも 第 14 図 中標津鉱床見取図

のは，多少異なり，黄鉄鉱〉黄銅鉱〉閃亜鉛鉱である。銅鉱の表面は，酸化して，藍銅鉱・

銅藍にかわっているつ

また，この露頭の 30m 上流に，ネグァタ岩質石英組面岩を上盤とする交代鉱床が露出

している。

露頭部では，下盤の泥土状粘土化帯の中に，拳大の黒鉱および指頭の黄鉱がわずかにみ

られるにすぎない。全く探鉱が行われていないので，全貌は明らかでないが，珪化石英粗

面岩を帽岩とする塊状の交代鉱床の賦存することが予想される。

VI.3 石油鉱床

石油は下部新第三紀層にぞくするイケーショマナイ川頁岩層に旺胎する。この頁岩層は，

イケーキ/ョマナイ川上流にやや広く露出し，その西岸 2個所に石油が渉出している。その
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量は，ひじように微量であるが，この附近の頁岩を水中に投ずると油“ぎら"が浮旋す

る。

この頁岩は，露頭附近では，走向は N 10
o
_30

o
E，傾斜は 50

o
_80

o
E を示し単斜構造

を呈している。しかも，石英粗面岩岩脈道入のために，地層が擾乱している。したがって，

油田構造としては，好条件を備えているとはいえな l)o

VI.4 硫黄鉱床

第四紀更新世の火山に属する武佐岳火山噴出物中には硫黄鉱床を粧胎する。そのうち，

武佐鉱山が最も代表的なものである。

VI.4.1 武佐鉱山

この鉱山の発見は古く，幾度か，探鉱あるいは採鉱が行われた。筆者の調査時には，旧

坑などの取り分けは行っていなかったが，露天掘りの準備と試錐探査を実施中であった。

現在は休山している。

鉱床は，忠類川の支流のソーキザプカオマナイ川上流に位置する。この間は自動車道路

が通じている。

構成地質は，武佐岳火山噴出物である。そのうち，鉱化作用は，第四期の{呆落熔岩以下

の岩石にみられる。周辺の母岩は新鮮のようにみえても，不規則な裂かにそい蛋白石化作

用・陶土化作用・明磐石化作用をうけ，裂かの中には，硫化鉄が発達している。

主要鉱床(調査時の露天掘り個所)は，沈澱鉱床で，厚さ数 mm から 1em に達する多

数の良質硫黄の薄層と，僅少な硫黄をふくむ凝灰岩層とが，互層をなして成層している。

鉱床の厚さは数 m から， 10m Iこも達するが，良質鉱の部が全体の 3 分の 1 程度であるた

め，平均した鉱石の品位は 30.% 前後と推定される。鉱石はきわめて粘土にとみ，灰黄色を

呈する。

また，鉱層は，多くの断層によって，切断されているが，いちじるしい摺曲作用は受け

なかったようである。

一方，乙の鉱床の東山麓および河床に露出する熔岩は，鉱染状の低品位の硫黄で交代さ

れてし)る。この程の岩石は，蛋白石化と明磐石化作用をうけ，硫黄は，主として斜長石を

交代し，多少の硫化鉄鉱が混在している 0 ・

VI.4.2 中標津地区

{呆落川上流の小沢にも硫黄鉱床がみられる。大正末期に探鉱したといわれ，旧坑がある。

1) 藤井鹿三郎他二名: 早稲田大学工学部鉱山工学科，鉱山学研究報告， 1952.
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第 15 図 中標津硫黄鉱床見取図

いどで，鉱石らしいものは，みあたらない。

また，クテクツベツ川上流の，武佐岳火山噴出物も，いちじるしい粘土化作用をうけ，

ごくわずかの硫黄がみられる。

VI.5 溢泉

図幅内に数個所温泉および冷泉が湧出している。

川北温泉は，イケーショマナイ川上流に位置し，標津町から温泉まで自動車道路が通じ

ている。また，斜里国道の金山から，イケ -V' ョマナイJ[f lこ沿って歩道が逗じているので，

これを利用しでも温泉に達する c 立地条件が悪いため，浴客が少ない c

温泉は，石英粗面岩の裂かから湧出し，湧出口における温度は，摂氏 68° である c 無色

透明で，塩類泉に属する ο その分析結果は，下表のようである o (定量十万分中)

I 鉄及び i
反 応!比重 i 全国 桂酸|アルご l カノレ i マグネ lボツグソジ l 硫酸塩素 炭酸

! i 形物 j 1<-'."",- I ニゥよ)シウム|シウム|シウムi ウム (Sじ叫 (C02)

弱アルカ1.007 ， 935.60: 13. 1O!痕跡 9 吋 1. 67 附 322.20 8山99971 ぉ 72
リ性 I~.~~. I~~~'~~j ~~'~~j 7F<"')J' I ~.~~ ! | |

(地質調査所)

薫別川上流の盗村沢角陳凝;夫岩の裂かからも温泉が湧出している。泉温は測定していな

1) 六角兵吉: 前出

- 41-



いが，摂氏 42° 以上あることは，間違いない。全く，交通はとざされているため，利用者

もなく，放置されている。

忠類川の上流のー支流湯の沢に温泉がある。角疎凝灰岩の割目から湧出している。

その泉質は次のようである。

分析者: 東京衛生試験所(大正 15)

性 状: 無色透明にして師味並びに苦味を有し微弱アノレカリ性を呈する。

泉源温度: 40.0ー 比重(1 5°) :1.0116 蒸発残留物 (mg/kg): 14 ，350. ∞

鉱水 1 kg 中に検出せる成分及びその分量

K' ..…・ 197.2 mg CI'.. ・・・・ 6，177.2

Na' ···3,162.0 Br' ..ｷ5.5

Li' ....2.5 ｷｷｷ3.6

NH4 ・…… 3.6 S04" ・…・・ 1 ，1 80.5

-・
Ca" -・・・・・ 1 ，297.7 HC0 3'.... ・・ 1，4 91. 6

Mg" .…・・ 176.6 HB02(meta) ・・・・・・ 988.5

Fe" ｷｷ12.9 H2Si03(meta) ・・・・・・ 96.5

AI'" ……4.4 coぷ …ー・413.5

泉質・・・・・・・・-含瑚酸塩化土類食塩泉

その他，俣落川上流に冷泉があり，硫黄を沈澱している。また，イケ -v ョマナイ川上

流にも冷泉が湧出している。これは，無色透明で，炭酸泉に属する。

VI.6 砂利

川北層の砂牒および川砂利(忠類川・薫別川・崎無異川・ワラップ]II)は，道路の補

修，建設ならびに土木工事には充分利用できる。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICAL 孔1AP OFJAPAN

Scale, 1:50,000

MUSADAKE

(Abashiri-51)

by

Ryδya Sugimoto

(Writtenin1960)

H.esume

TheareaoccupiestherootoftheShiretokoPeninsula. Someflat

landswithmaximumheightofabout80'"'-'130m.abovesea level, have

beenbringingundercultivationsincetheendofthd2ndWorldWar

andothersarecoverdwithanenergicforest.

Inthisareatheonlycommunicationisanationalroadcrossing

towardseast-westalongtheChurui-gawaandIkushinagawa.

TopographyandGeologv

Generallyview ァing ， thisareaisdividedintoseveralunitsasfollows,

whicharecloselyconnectedwithgeology;

(a) Theflatorhillyland, about80'"'-'120m.abovesealevel , showing

sedimentationsurfaceoftheKawakitaformation.

(b) Themountanious land, formedof strato ・volcanoes such as

Sharidake, MusadakeandSamakkenupuriyama.

(C) Theerodedplateau-likemountainlandconsistingoftertiary

deposits.

Cd) ThefloodplainandfanalongtheChurui-gawaandSakimuigawa.

Geologically, themappedareaiscoveredalmostwhollywiththe

youngerTertiaryandthe Quarternary, bothofthembeingrichin

volcanicmaterials, representingthecharacteristicfeatureintheInner
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zoneoftheKurileArc.

Thegeologicalclassificationsintheareaandtheirsuccessionsare

summarizedasfollows;

(Floodplaindeposits

i「「泊山hibets 叩u p…山e句po討
Sharidakelava

Riverterracedeposits
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Kawakitaformation

s--jMusadake ， Sa 空!?kke­ommaVOlCanICSI::::..------'¥nupupIyamaana
ofKutcharo 1~~::::-，~'':;~~'~~_~:;:ISharidakebasalvolcanics

(Pleiocene …-・ ·Ikushina formation
Tertiary…-一…!

M-iYokoushigawaformation
lOcene......;

lChuruiformation

Thetertiaryrangesprobablymiddlemiocenetopleioceneinageas

comparedwithtertiarykownintheeasternHokkaido. Itcontains,

however, ratherinferioramountofnormalsediments, andisrichin

volcanicrocksand pyroclastics, indicatingtheaccumulationtohave

beenpowerfullyinfluencedbymarineeruptions. Concequent1y, the

laeralchangeofrockfaciesandthevariationofthicknessinstratais

conspIcuoUS.

TheChuruiformationoccupieschieflythecentralblockofthisarea

andhavesu 百ered thealterationssuchaspropylitization, silicification,

impregnation ofpyrite and, particularly, alterationto the so-called

•

“ Green tu旺"

Attheearly phase, explosiveactivityofbasicmagmagaverise

thickbedofgreentu 任.

Innext phase, theigneousconstituentsaregenerallyofacidic

characterandconsistsoftwotypes, namelyplutonicandvolcanicrocks.

Theplutonicrocksarequartz diorite intrudinginto thegreen tu 任

memberinformofstockordyke, ofwhichferro-magnesianminerals

havealteradtochlorite. Thetimeofintrusionis, asfaracutually

seeninthe map, Pre-Tobatsusawa tuff-breccia member, becauseits
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membercontainsthesamelikehollocrystllinerocks.

Theeruptiverocksofthisacidicphasearerhyolitewithpyroclastics

andnevaditicliparite Theyappearintheformsmostlyoflavaand

partiallyofdikeorsheet, andareheterogeneousintextureandvariable

incolour. Thisupperpartisbiotitebearinglipaliticweldedtuff , which

distinguishedinlithologicalcharacterfromotherlipariticrocks.

Follwingthisphase, activitiesofbasicmagmaeruptedtremendous

amountof pyroclastics which are.dividedinto the three members.

Thelowermemberis tu 任 breccia whithagglomerateandsometimes

intercalatesthinbedsofmuddyshale. Fragmentsarerichinpropylite,
butinsomelowerpart3granophyreisdominant. Thenextmember

consitsofagglomeratewhichcontainsalteredpebblesofhypersthene

augiteandesite. Inthedruseofthispebbleagateandchloriteare

foundgenerally. Thelastmemberispropyliteintrudingintotheabove

members. Itisobliteratedintextureandinmineral compositions,

especiallyinferromagnesianconstituents, duetothepropyritization, but

theoriginalrocksareinferableonrelativelyunalteredspcimenstobe

chieflydoleriticorbasaltic.

TheYokoushiformationhavebeltlikedistributionintheeastern

partandcomformablycoverstheChuruiformation. Itischieflya

seriesofshaleandsomtimesaccompaniespalegreencoarsetofine

sandstone. Theshaleisblackandturnsgreyishwhiteonweathering.

Andalsoitshowsrhythmicalstratificationsandsometimescontainsmarly

nodules. Inthis age, volcanicactivityisof verylimmitedscale.

Doleriteisdetectedonlyinformofsmansheets.

ThisformationiscorrelatedwiththeKoshikawawellkuowninthe

geologyoftheEasternHokkaido.

TheIkushinaformationoccupiestheeasternpartandiscomformable

orlocallyuncomformabletotheYokoushigawaformation. Thevolcanｭ

ismisviolentandlarglysubaqueous. Acidicactivityisremarkablein

lowerpartandbasicinupper. Thelowerconsistschieflymudstone

andpumiceoustu 百， andsometimesintercalatesthinbedsofconglomerate.

Theupperisonlyglassyandesticagglomerate.

Thisformationincludesthetwoformationswhichhavebeennamed
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astheJtokushibetsuandtheIkushinaintheeasternpartoftheShiretoko.

Structuresoftertiaryformationsareasfollows;Largeantyclinal

axisrunningparalleltothetrendofthepeninsulararedetectedatthe

Rubesudake. Thewholesuccssions, accordingly, arefoudintheeast

limb, whilesomemembersinthewest. Thetimeofthefoldingmight

beafterthedepositionoftheIkushina. Accompaningtothefolding

someblockmovementsarealsoconceivable.

Aftertheabovemovements, theKawakitaconsistingofgraveland

pumiceousmuddepositedintheeasternflatland. ItsageisPleistocene.

TheQuarternaryvolcanoesbelongtothesouthwesternpartofthe

Kulilevolcaniczoneandtheirproductsaredividedbyageintotwo

groups, RecentandPleistocenedeposits.

Attheearlyphaseofthelowerpleistocenevolcanicactivitiesfernie

andesticlavaswereformedandatthelatefelsicandesticlavas.

Afterthetheseactivities, tremendousamountofweldedtu 任 was

erupt,"'d, butinthismapitoccupiesverysmallarea. Thisrockcontains

abundantforeginrockfragmentswhichareangularinformandbadin

sorting, and is quartz hypersthem:>dacite. Aterthis eruptions,

theKutcharocalderawasformedbydepression. Ittookplacein

Pleistocene.

Followingtheupheaval, activitiesofandesticmagmaconstructed

therecentextinctSharidakevolcano. Thevolcanics areandestic

agglomerateanddistrbuteinthelimitedwesternpart.

Slightlyafterthee妊usion ofthisvolcanics, anenormouspumice

eruptiontookplace. ThiswasfollowedbythedepressionoftheMashu

caldera. Thepumiceisfalsieaugitehyperstheneandesite.

EconomicGeology

Theareaissituatedinthetertiaryepithermalmetallicmineralbelt

oftheinnerzoneofKuriI. TheimportantoreisblackoreCKuroko)

whichmightbeformedalongthehingeandfaultzone.

Atthetimeofthefieldsurvey, thedepositswerenotunderworking.

Mostofthemwereworkedonsmallscalesin1950--1930. Onlythe

NemuroMinewereprospectedandworkedonlargescalesin1920--1925.

ThemineissituatedattheuppercurrentoftheIkeishomanaigawaand
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consistschieflyofBackorewhichcontains3% ofcupper, 10% lead

25% zincinaverage. TheorebodiesareembracedintheRubesu

greentuffmember, andthelipariteandshaleinupperhorizonmayact

ascaprook. Themineralassociationofchalcopyrite-zincblende-galenaｭ

pyriteiscommon. Barite, gypsumandquartzarecontainedasgangue

mineral. TheNakashibetsuMinebelongstothistype.

TheToaMineisofveintypeandsituatedattheuppercurrentof

theKasushinaigawa. Theoremineralassociationissameastheabove

mine. Theveinsareoflimittedscaleasfollrows , thelargestis35m.

instrikesideand10em.inwidth.

Besides, therearesomeoutcropsofthistypewhichwereworked

onasmallscale. Mostofthemalsocontaintheabovecitedcharac-

teristicfourmineralsinmoreorlassamounts.

Thesulphurdepositsaredetectedin theQuarternary volcanics.

AmongthemtheMusaMinesituatedattheuppercurrentof the

Ikeishomanaigawai3oneofthemostproductivemineinthearea. At

thesurvey, this mine was beginingto reopen , but it is closed at

present. Theknownoredepositsareofsedimentaryorigin, which

carriessulphureaccompaniedbymudandclay, andcoveredbythelater

volcanics.

Ontheother hand, thereplacementore bodies locatedat the

MataochigawaareembracedintheRubesugreentu 百 membe r. Their

scalesareunclearowingtotheclosedadit~ andlimitedoutcrops.

A signofpetroleumisseeninthevalleyof Ikeishomanaigawa , 4

km.southwestofKanayama. OilbearingformationistheYokoushigawa.

Butmonoclinalstructuremaybenotpromisedoilresesvoir.

HotspringsarefoundattheKawakita, YunosawaandKunbetsugawa.

Owingtounadvantageofposition, fewmenutilizethem.

Sandandgravelsuitableforengineeringworksareabundantinthe

Kawakitaformation.
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